


船の安全を守る小さな無人灯台
高さは地上から5m、白く小さなボディが印象的な灯台は、瀬戸内海に浮
かぶ大

おおさきかみじま

崎上島南端にある中ノ鼻灯台。1894年（明治27年）に建造、日
本初の無人灯台で、それ以来島海峡周辺を通る船の安全を見守り続け
ている。前に回り込んでレンズをのぞき込むと、縦長の赤いアクリル板が
設置されている。通過する船から灯台を見て赤い光が見えたら、そこは
危険水域ということ。周辺の浅瀬を知らせるための工夫が施されているの
だ。

（P.22から、作家・藤岡陽子さんによる広島県大崎上島町の紀行文を掲載しています）
文 ／ 豊岡 昭彦 

SCENE

 写真 ／ かくた みほ

三重県鈴鹿市生まれ。スタジオマンを経て、 写真家小
林幹幸氏に師事、その後独立。写真集に『MOIMOI 
そばにいる』(2017年、求龍堂 )、『光の粒子』(2018 
年、 求龍堂 ) など。4/15〜6/11香川県高松市美術
館で開催のフィンランドライフスタイル展に写真を提供。　   
http://mihokakuta.com/



肥大化した金融経済の危うさ
〜なぜ金価格が9倍になったのか〜

Global Headline

　
今
、
金
価
格
が
高
騰
し
て
い
る
が
、
様
々
な

金
融
商
品
の
価
格
推
移
を
調
べ
て
み
る
と
実
に

興
味
深
い
こ
と
が
わ
か
る
。
仮
に
２
０
０
０
年

に
１
億
円
を
投
資
し
、
そ
れ
を
運
用
し
た
ら
今

現
在
の
価
値
が
い
く
ら
に
な
っ
て
い
た
の
か
。

株
（
東
証
プ
ラ
イ
ム
）
は
１
億
８
４
３
５
万
円
、

原
油（
Ｗ
Ｔ
Ｉ
価
格
、円
建
て
分
含
む
）は
３
億

３
０
９
３
万
円
に
な
っ
た
が
、
金
は
９
億
３
５

５
０
万
円
、
約
９
倍
に
な
っ
て
い
た
。
利
息
も

配
当
金
も
な
い
金
が
な
ぜ
、
こ
ん
な
に
高
騰
し

て
い
る
の
か
。

　
こ
こ
に
21
世
紀
の
世
界
経
済
お
よ
び
政
治
の

構
造
変
化
が
絡
ん
で
お
り
、
大
き
な
リ
ス
ク
が

見
え
隠
れ
し
て
い
る
。
か
つ
て
炭
鉱
で
一
酸
化

炭
素
発
生
の
リ
ス
ク
セ
ン
サ
ー
と
し
て
使
わ
れ

た
カ
ナ
リ
ア
の
よ
う
に
、
金
価
格
は
何
か
の
リ

ス
ク
を
象
徴
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
金
価
格
が
指
し
示
す
リ
ス
ク
の
一
つ
は
言
う

ま
で
も
な
く
戦
争
、
地
政
学
的
リ
ス
ク
へ
の
不

安
で
あ
る
。
１
９
７
０
年
代
の
中
東
戦
争
に
始

ま
り
、
９
・
１
１
米
国
同
時
多
発
テ
ロ
、
イ
ラ

ク
戦
争
、
そ
し
て
現
在
進
行
し
て
い
る
ウ
ク
ラ

イ
ナ
戦
争
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
ガ
ザ
侵
攻
と
い
う

世
界
各
地
で
勃
発
す
る
戦
争
や
テ
ロ
が
人
々
の

不
安
を
あ
お
っ
て
い
る
。

　
も
う
一
つ
は
イ
ン
フ
レ
へ
の
限
り
な
き
予
兆

だ
。
20
世
紀
の
終
盤
、
１
９
８
９
年
の
東
西
冷

戦
の
終
結
と
時
を
同
じ
く
し
て
、
資
本
主
義
に

大
き
な
変
化
が
起
こ
っ
た
。一
つ
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
の
ウ
ォ
ー
ル
ス
ト
リ
ー
ト
に
代
表
さ
れ
る

「
金
融
資
本
主
義
」、
そ
し
て
も
う
一
つ
は
ビ
ッ

グ
テ
ッ
ク（
Ｉ
Ｔ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
ズ
）に

代
表
さ
れ
る
「
デ
ジ
タ
ル
資
本
主
義
」
だ
。
金

融
工
学
を
駆
使
し
た
金
融
派
生
商
品
の
多
様
化

は
、
金
融
の
あ
り
方
そ
の
も
の
を
大
き
く
変
容

さ
せ
た
。
ま
た
、
情
報
に
よ
っ
て
世
界
を
支
配

す
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
の
出
現
に
よ
っ
て
、

た
っ
た
５
つ
の
企
業
が
一
国
の
国
内
総
生
産

（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
を
超
え
る
よ
う
な
時
価
総
額
に
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
ら
信
用
経
済
が
肥
大
化
す
る
の

を
見
る
に
つ
け
、
い
つ
か
そ
れ
が
崩
壊
し
、
大

規
模
な
イ
ン
フ
レ
が
起
こ
る
の
で
は
と
い
う
不

安
が
底
流
に
あ
る
。

　
一
方
で
、こ
の
よ
う
な
米
国
中
心
の
動
き
に
あ

ら
が
う
動
き
を
見
せ
て
い
る
の
が
ロ
シ
ア
で
あ

り
、Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
に
代
表
さ
れ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
サ

ウ
ス
と
言
わ
れ
る
諸
国
だ
。
こ
れ
ら
の
国
々
で

は
ド
ル
基
軸
経
済
に
対
抗
し
、
米
ド
ル
に
代
わ

る
新
し
い
通
貨
の
発
行
を
検
討
す
る
ほ
か
、
多

様
な
通
貨
で
決
済
で
き
る
シ
ス
テ
ム
も
模
索
し

て
い
る
。
興
味
深
い
の
は
、こ
れ
ら
の
国
々
は
金

の
消
費
量
が
多
い
こ
と
だ
。２
０
２
３
年
の
金
の

国
別
消
費
需
要
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
、１
位
中
国
、

２
位
イ
ン
ド
、
３
位
米
国
に
続
き
、
ト
ル
コ
、
イ

ラ
ン
、ロ
シ
ア
、エ
ジ
プ
ト
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア

な
ど
の
中
東
諸
国
が
並
ん
で
い
る
。
こ
う
し
た

国
々
が
経
済
規
模
を
拡
大
す
る
に
つ
れ
て
、
金

の
需
要
は
さ
ら
に
増
加
す
る
と
予
想
さ
れ
る
。

「
炭
鉱
の
カ
ナ
リ
ア
」
と
も
言
え
る
金
価
格
の

推
移
が
指
し
示
す
世
界
の
リ
ス
ク
を
我
々
は
ど

う
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
か
。

（
２
０
２
４
年
２
月
20
日
取
材
）

TOKYO MXテレビ（地上波9ch）で毎月第3日曜日11：00〜11：55
に『寺島実郎の世界を知る力』を放送中です。

（見逃し配信をご覧になりたい場合は、左記QRコードにアクセスしてく
ださい）
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寺島 実郎
てらしま・じつろう
一般財団法人日本総合研究所会長、多摩大学学長。1947年、北海
道生まれ。早稲田大学大学院政治学研究科修士課程修了、三井物
産株式会社入社。調査部、業務部を経て、ブルッキングス研究所（在
ワシントンＤＣ）に出向。その後、米国三井物産ワシントン事務所所長、
三井物産戦略研究所所長、三井物産常務執行役員を歴任。主な著
書に『ダビデの星を見つめて 体験的ユダヤ・ネットワーク論』（2022年、
NHK出版）、『人間と宗教あるいは日本人の心の基軸』（2021年、岩波
書店）、『日本再生の基軸　平成の晩鐘と令和の本質的課題』（2020
年、岩波書店）など多数。メディア出演も多数。
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熊本県に出現した「令和の黒船」は、熊本の地域や人に福音をもたらし、
危機に瀕した半導体サプライチェーンを蘇生させるインパクトを持つという。

この好機から地域の活性、産業の再建と成長を紡ぎ出そうと奔走する、この方に話を伺った。

「変わりゆく熊本」の針路を
見極め、人・地域・産業の

未来図を描き出す
田中 稔彦渡部 肇史
一般社団法人熊本県工業連合会代表理事会長
金剛株式会社代表取締役社長J-POWER会長

［特集］ 多様な力を結集する
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田中 稔彦（たなか・としひこ）
1960年、佐賀県生まれ。1982年に熊本大学工学
部を卒業後、熊本県民テレビに入局し、報道制作局、
編成企画室長、営業局次長などを歴任。2008年、
保管・収納機器大手で義父が創業者の金剛株式会社
に入社し、取締役開発本部長兼管理本部長などを経
て2009年10月、代表取締役社長就任。「安心と先
進で社会文化に貢献する」を理念とする新経営戦略
を推進する。2021年５月に一般社団法人熊本県工
業連合会代表理事会長に就任。以降、半導体受託製
造世界最大手「台湾積体電路製造」（TSMC）の新
工場誘致・建設を受けて産官学を通じた受け入れ態
勢づくりに奔走する。

Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
の
熊
本
進
出
に
は

技
術
立
国・日
本
の
産
業
再
建
と

地
方
経
済
活
性
化
が
託
さ
れ
て
い
ま
す
。

半
導
体
産
業
の
再
興
を
め
ざ
す

政
府
も「
国
策
」と
し
て
支
援
に

本
腰
を
入
れ
て
い
る
の
で
す
ね
。

Tanaka Toshihiko
Watanabe Toshifumi

［特集］ 多様な力を結集する

K e y w o r d

Taiwan Semiconductor Manufacturing Company。台 湾
新竹市に本拠を置く世界初かつ最大の半導体受託製造企業。
TSMC製の集積回路は補聴器から人工衛星まで幅広い電子
機器に採用。日本では子会社のJASM（Japan Advanced 
Semiconductor Manufacturing）が運営する。

電子機器の「頭脳」の役割を担う半導体。パソコンやスマー
トフォンには中央演算処理装置などとして搭載され、入力装
置や記憶装置などから受け取ったデータを制御・演算する。

※１ 台湾積体電路製造（TSMC）

※2 ロジック半導体

﹁
令
和
の
黒
船
﹂を
め
ぐ
り 

熊
本
内
外
を
奔
走
す
る
日
々

渡
部　

今
、
熊
本
県
を
は
じ
め
九
州
の
経

済
界
は
、
世
界
的
な
半
導
体
メ
ー
カ
ー
の

工
場
進
出
の
話
題
で
持
ち
き
り
の
よ
う
で

す
ね
。
お
膝
元
の
熊
本
県
工
業
連
合
会
の

ト
ッ
プ
と
し
て
、
田
中
さ
ん
は
八は
ち

面め
ん

六ろ
っ

臂ぴ

の
ご
活
躍
と
伺
っ
て
い
ま
す
。
ど
ん
な
役

回
り
を
な
さ
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

田
中　

熊
本
県
工
業
連
合
会
は
県
内
の
製

造
業
を
中
心
と
す
る
企
業
群
と
、
行
政
、

教
育
機
関
な
ど
の
産
官
学
が
連
携
し
た
組

織
で
す
。
現
在
３
０
０
社
ほ
ど
が
加
盟
し
、

会
員
の
約
３
分
の
１
を
半
導
体
関
連
企
業

が
占
め
て
い
る
点
に
も
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

渡
部　

熊
本
は
私
が
中
学
・
高
校
時
代
を

過
ご
し
た
場
所
で
す
。
の
ど
か
で
自
然
に

包
ま
れ
た
田
園
風
景
が
目
に
浮
か
ぶ
一
方

で
、
私
の
い
た
１
９
７
０
年
代
か
ら
大
き

な
半
導
体
工
場
が
進
出
す
る
な
ど
、
も
と

も
と
先
端
技
術
分
野
の
製
造
業
と
の
親
和

性
も
高
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

田
中　

熊
本
が
農
産
物
に
も
半
導
体
に
も

適
す
る
理
由
の
一
つ
は
、
水
に
恵
ま
れ
て

い
る
点
で
す
。
今
回
、
台
湾
の
半
導
体
企

業
が
工
場
を
建
設
し
た
菊き
く

陽よ
う

町ま
ち

は
熊
本
市

に
隣
接
す
る
町
で
、
農
業
や
酪
農
が
盛
ん

な
丘
陵
地
帯
に
あ
り
、
阿
蘇
山
系
の
地
下

水
や
町
内
を
流
れ
る
白
川
の
恵
み
も
豊
か

で
す
。
そ
ん
な
地
勢
を
見
込
ん
で
、
半
導

体
受
託
製
造
の
世
界
最
大
手
で
あ
る
「
台

湾
積
体
電
路
製
造
」（
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
）（
※
1
）

が
、
２
０
２
１
年
11
月
に
第
１
工
場
の
建

設
を
発
表
し
、
翌
22
年
４
月
に
着
工
。
２

年
足
ら
ず
の
工
期
を
経
て
今
年
２
月
に
開

所
式
を
迎
え
、
年
内
に
は
半
導
体
の
量
産

が
始
ま
る
予
定
で
す
。

渡
部　

巨
大
半
導
体
メ
ー
カ
ー
の
進
出
が

こ
れ
ほ
ど
注
目
さ
れ
る
背
景
に
は
、
誘
致

に
際
し
て
熊
本
県
の
み
な
ら
ず
、
半
導
体

産
業
の
再
興
を
め
ざ
す
政
府
が
「
国
策
」

と
し
て
本
腰
を
入
れ
た
経
緯
も
あ
る
よ
う

で
す
ね
。

田
中　

お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
で
す
。
続
い
て

着
工
す
る
第
２
工
場
を
含
め
た
総
投
資
額

３
兆
３
７
５
０
億
円
の
う
ち
、
３
分
の
１

強
の
最
大
１
兆
２
０
０
０
億
円
余
が
国
か

ら
の
補
助
金
で
賄
わ
れ
ま
す
。
１
９
８
０

年
代
に
は
世
界
の
過
半
を
占
め
た
日
本
の

ト
が
待
っ
た
な
し
で
進
捗
し
て
い
る
と
。

そ
の
渦
中
に
あ
っ
て
、
国
内
外
の
事
業
主

体
と
国
や
自
治
体
、
地
域
産
業
界
と
の
間

に
立
っ
て
情
報
交
換
を
促
し
、
利
害
調
整

に
あ
た
る
な
ど
、
県
の
工
業
連
合
会
が
担

う
仕
事
は
山
ほ
ど
あ
り
そ
う
で
す
。

田
中　

私
が
会
長
職
に
就
い
た
の
が
21
年

５
月
で
、
着
任
早
々
か
ら
目
ま
ぐ
る
し
い

日
々
が
続
き
ま
し
た
。
私
に
は
会
社
経
営

（
金
剛
株
式
会
社
＝
保
管
・
収
納
機
器
の
業

界
大
手
、
本
社
・
熊
本
市
）
と
い
う
本
来

の
職
務
も
あ
る
の
で
す
が
、
正
直
、
今
は

時
間
の
９
割
方
を
熊
本
県
工
業
連
合
会
の

業
務
に
割
き
、
東
京
・
霞
が
関
の
関
係
省

庁
に
出
向
い
た
り
、九
州
各
地
を
飛
び
回
っ

た
り
し
て
い
る
状
況
で
す
。

飛
躍
的
経
済
成
長
に
誘
う 

ロ
ジ
ッ
ク
半
導
体
の
生
産
拠
点

渡
部　

令
和
の
黒
船
が
来
航
し
た
こ
と
で

熊
本
県
や
日
本
に
、
ど
の
よ
う
な
変
化
が

生
じ
る
と
お
考
え
で
す
か
。

田
中　

Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
進
出
に
伴
う
経
済
予
測

に
関
し
て
は
、
熊
本
県
内
に
限
っ
て
も
今

後
10
年
間
で
20
兆
円
に
上
る
経
済
波
及
効

果
が
あ
る
と
試
算
さ
れ
、
こ
の
額
は
現
時

点
の
域
内
総
生
産
の
３
年
分
に
相
当
し
ま

す
。
ま
た
九
州
全
体
で
見
る
と
、
域
内
総

生
産
は
35
年
ま
で
に
１
・５
倍
に
押
し
上
げ

ら
れ
る
と
予
測
す
る
専
門
家
も
い
ま
す
。

渡
部　

こ
れ
ま
で
地
域
産
業
と
し
て
育
ん

で
き
た
半
導
体
の
種
子
か
ら
大
輪
の
花
が

咲
き
、
熊
本
や
九
州
に
飛
躍
的
な
経
済
成

長
を
も
た
ら
そ
う
と
し
て
い
る
の
で
す
ね
。

田
中　

お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
で
す
。
そ
し

て
東
ア
ジ
ア
に
視
野
を
広
げ
、
半
導
体
の

広
域
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
あ
り
方
を
考

え
る
と
、
生
産
拠
点
を
九
州
に
置
い
て
、

こ
こ
を
起
点
に
同
心
円
を
描
い
た
エ
リ
ア

―
―
日
本
国
内
か
ら
台
湾
、
韓
国
、
場
合

に
よ
っ
て
は
中
国
ま
で
含
め
て
増
大
す
る

需
要
に
応
え
る
こ
と
が
、
理
に
適
っ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

渡
部　

な
る
ほ
ど
。
昨
今
の
慢
性
的
な
半

導
体
不
足
が
工
業
製
品
生
産
の
足
か
せ
に

な
っ
て
い
る
の
を
見
て
も
、
よ
り
高
性
能

な
半
導
体
を
量
産
し
、
絶
え
間
な
く
供
給

す
る
こ
と
の
重
要
性
が
理
解
で
き
ま
す
。

Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
の
新
工
場
で
生
産
す
る
の
は「
ロ

ジ
ッ
ク
半
導
体
」（
※
2
）
と
い
う
頭
脳
の
役

半
導
体
シ
ェ
ア
は
今
日
、
約
10
％
に
ま
で

低
下
し
、
超
微
細
な
ナ
ノ
レ
ベ
ル
で
進
む

最
先
端
技
術
の
開
発
競
争
に
も
後
れ
を
取
っ

て
い
ま
す
。
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
の
熊
本
進
出
に
は

技
術
立
国
・
日
本
の
再
建
と
、
地
方
経
済

活
性
化
の
意
気
込
み
が
託
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
か
ら
、
私
は
行
く
先
々
で

「
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
は
令
和
の
黒
船
だ
」
と
触
れ

回
っ
て
い
ま
す
。

渡
部　

国
際
的
か
つ
国
家
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク

目
を
す
る
タ
イ
プ
の
半
導
体
で
、
実
は
、

記
憶
系
の
メ
モ
リ
ー
半
導
体
が
主
流
の
日

本
は
不
得
意
な
分
野
な
の
だ
と
か
…
…
。

田
中　

日
本
は
半
導
体
製
造
装
置
や
素
材

分
野
で
は
世
界
的
優
位
を
保
っ
て
い
る
も

の
の
、ロ
ジ
ッ
ク
半
導
体
の
担
い
手
が
育
っ

て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
分
野
で
大
き
く
先
行

す
る
台
湾
メ
ー
カ
ー
を
招
き
入
れ
、
日
本

の
弱
点
を
補
う
と
と
も
に
、
広
域
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
の
一
角
を
し
っ
か
り
支
え
て

い
く
。
そ
の
た
め
に
、
先
に
開
所
し
た
Ｔ

Ｓ
Ｍ
Ｃ
の
第
１
工
場
は
、
主
に
自
動
車
や

画
像
セ
ン
サ
ー
向
け
の
ロ
ジ
ッ
ク
半
導
体

を
供
給
し
、
続
い
て
同
じ
熊
本
県
内
に
建

設
す
る
第
２
工
場
で
は
、
Ａ
Ｉ
（
人
工
知

能
）
関
連
機
器
や
自
動
運
転
車
な
ど
に
用
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K e y w o r d

TSMCの第１工場は、今年２月に完成し、
年内の量産開始をめざしている。世界的に
需給が逼迫している300mmウエハーのロ
ジック半導体を、月産55,000枚製造可能。
第2工場は年内に着工予定。第1工場の回
路幅12〜28ナノメートルを超え、6〜7
ナノメートルの先端半導体を製造。生産能
力は300mmウエハー換算で月産10万枚
以上。

2007 年 3 月に運転開始。発電所出力
8,500kW。阿蘇くじゅう国立公園内に位
置し、周辺環境への影響を低減させた５基
の風車で構成されている。

1958年より運転。最大出力20,000kW。
熊本県芦北町の球磨川流域、瀬戸石ダムの
水量により発電。下流域の水利などに細心
の注意を払っている。

※3 第１工場と第２工場

※4 阿蘇おぐにウィンドファーム

※5 瀬戸石発電所

地
域
の
差
し
迫
っ
た
課
題
と
し
て
、

台
湾
企
業
と
従
業
員
を
受
け
入
れ
る

態
勢
づ
く
り
も
万
全
で
す
。

そ
の
迅
速
さ
は
、私
が

よ
く
知
る「
の
ど
か
な
熊
本
」と
は

隔
世
の
感
が
あ
り
ま
す
。

い
る
超
高
性
能
な
ロ
ジ
ッ
ク
半
導
体
を
製

造
す
る
予
定
で
す
。

渡
部　

今
後
、
私
た
ち
の
生
活
に
情
報
技

術
が
溶
け
込
む
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｄ
Ｘ
）
が
進
む
こ

と
を
思
え
ば
、
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

ど
れ
ほ
ど
有
意
義
で
あ
る
か
が
わ
か
り
ま

す
。
立
ち
入
っ
た
話
に
な
り
ま
す
が
、
Ｔ

Ｓ
Ｍ
Ｃ
誘
致
に
手
を
挙
げ
た
ラ
イ
バ
ル
も

多
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
す
か
。

田
中　

事
の
詳
細
は
差
し
控
え
ま
す
が
、

冒
頭
で
触
れ
た
よ
う
に
産
官
学
が
連
携
し
、

関
係
各
位
の
持
て
る
力
を
結
集
し
て
、
熊

本
県
が
金
星
を
射
止
め
た
の
は
確
か
で
す
。

い
く
つ
か
ポ
イ
ン
ト
を
挙
げ
る
な
ら
半
導

体
産
業
の
素
地
が
既
に
あ
り
、
用
地
確
保

か
ら
設
計
・
施
工
、
稼
働
ま
で
を
最
短
期

間
で
進
め
ら
れ
、
人
的
交
流
や
人
材
確
保

な
ど
ソ
フ
ト
面
の
支
援
で
も
優
位
に
立
て

た
こ
と
が
大
き
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
の
進
出
で
加
速
す
る 

熊
本
の
グ
ロ
ー
バル
化

渡
部　

ソ
フ
ト
面
の
支
援
に
関
連
し
て
、

熊
本
の
人
た
ち
に
と
っ
て
台
湾
企
業
は
地

理
的
に
も
心
情
的
に
も
親
近
感
を
覚
え
や

す
い
と
思
い
ま
す
。
熊
本
県
工
業
連
合
会

と
し
て
も
、
こ
の
案
件
が
舞
い
込
む
以
前

か
ら
台
湾
側
と
の
交
流
を
温
め
て
き
た
そ

う
で
す
ね
。

田
中　

こ
れ
は
私
ど
も
と
大
分
県
の
業
界

団
体
と
で
、
主
に
半
導
体
関
連
の
台
湾
企

業
を
対
象
に
情
報
交
流
会
や
商
談
会
を
続

け
て
き
て
い
ま
す
。
昨
年
、
交
流
10
周
年

を
祝
う
会
合
を
現
地
で
催
し
た
と
こ
ろ
、

九
州
ロ
ー
カ
ル
の
活
動
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

台
湾
行
政
院
の
首
脳
が
駆
け
つ
け
て
く
だ

さ
り
、
期
待
の
大
き
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

Ｍ
Ｃ
進
出
を
き
っ
か
け
に
域
内
で
の
人
々

の
動
線
が
変
わ
り
、
住
民
の
意
識
や
価
値

観
に
も
徐
々
に
変
化
が
見
ら
れ
る
よ
う
で

す
。

渡
部　

そ
う
い
え
ば
、
現
地
採
用
の
大
卒

初
任
給
が
28
万
円
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
流

れ
て
、
日
本
企
業
の
相
場
と
の
乖
離
が
話

題
に
な
り
ま
し
た
。

田
中　

当
初
、地
元
企
業
の
水
準
か
ら
10
万

円
も
上
積
み
さ
れ
た
ら
、
と
て
も
太
刀
打

ち
で
き
な
い
と
い
っ
た
声
が
大
半
で
し
た
。

し
か
し
、
こ
れ
が
台
湾
や
欧
米
先
進
国
の

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な
の
だ
と
の
認
識
が
共
有

さ
れ
る
に
つ
れ
、
対
等
に
経
済
成
長
す
る

に
は
避
け
て
は
通
れ
ま
せ
ん
。
目
の
前
で

起
き
て
い
る
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
動
き
を
、

む
し
ろ
歓
迎
し
よ
う
と
考
え
る
人
が
増
え

て
き
ま
し
た
。

渡
部　

企
業
経
営
側
か
ら
す
れ
ば
相
当
な

覚
悟
を
要
す
る
局
面
か
と
思
い
ま
す
。
こ

れ
を
機
に
世
界
標
準
の
ビ
ジ
ネ
ス
カ
ル

チ
ャ
ー
が
押
し
寄
せ
て
、
新
た
な
グ
ロ
ー

バ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
が
浸
透
す
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
ね
。

田
中　

今
、
私
た
ち
は
熊
本
の
地
で
「
台

湾
発
の
国
際
化
」
と
い
う
大
波
を
受
け
、

急
激
な
変
化
へ
の
対
応
を
迫
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
れ
は
決
し
て
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
こ
と

で
は
な
く
、
こ
れ
か
ら
日
本
社
会
が
変
わ

ろ
う
と
す
る
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
に
立
っ
て
い

る
の
だ
と
、
そ
う
捉
え
れ
ば
前
向
き
に
進

ん
で
行
け
ま
す
。

地
域
や
人
と
の
共
存
共
栄
が 

事
業
の
継
続
性
を
担
保
す
る

渡
部　

Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
進
出
の
イ
ン
パ
ク
ト
は
、

「
令
和
の
黒
船
」
級
と
い
う
言
葉
に
納
得
が

い
き
ま
し
た
。
た
だ
私
が
思
う
に
、
ど
ん

渡
部　

台
湾
に
は
親
日
家
が
多
い
で
す
か

ら
、
工
場
進
出
に
伴
う
人
的
交
流
も
円
滑

に
進
み
、
親
密
な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
が

築
け
そ
う
な
気
が
し
ま
す
。

田
中　

そ
の
点
で
ち
ょ
っ
と
お
も
し
ろ
い

の
は
、
熊
本
県
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
「
く
ま
モ
ン
」
が
台
湾
で
も
大
人
気

で
、
現
地
の
皆
さ
ん
の
熊
本
へ
の
好
感
度

ア
ッ
プ
に
ひ
と
役
買
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
追
い
風
を
感
じ
な
が
ら
、
地
域
の

差
し
迫
っ
た
課
題
と
し
て
、
台
湾
企
業
と

そ
の
従
業
員
を
受
け
入
れ
る
態
勢
づ
く
り

も
万
全
で
す
。
象
徴
的
な
例
で
は
、
従
業

員
の
子
弟
が
英
語
で
学
べ
る
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
の
開
設
を
急
ピ
ッ
チ

で
進
め
、
ま
も
な
く
数
校
が
オ
ー
プ
ン
で

き
そ
う
で
す
。

渡
部　

そ
の
迅
速
さ
は
、
私
が
よ
く
知
る

「
の
ど
か
な
熊
本
」
と
は
隔
世
の
感
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
巨
大
な
半
導
体
工
場
が
で

き
れ
ば
地
域
に
新
た
な
雇
用
機
会
が
生
ま

れ
て
、
若
く
優
秀
な
人
材
を
熊
本
に
引
き

寄
せ
る
効
果
も
大
き
い
で
し
ょ
う
。

田
中　

雇
用
規
模
は
第
１
工
場
と
第
２
工

場
（
※
3
）
で
各
１
７
０
０
人
が
見
込
ま
れ
、

早
く
も
地
元
・
菊
陽
町
で
は
マ
ン
シ
ョ
ン

や
ア
パ
ー
ト
の
建
設
ラ
ッ
シ
ュ
が
起
き
て

い
ま
す
。
加
え
て
道
路
網
の
再
整
備
と
か
、

空
港
・
鉄
道
ア
ク
セ
ス
の
改
良
な
ど
大
掛

か
り
な
イ
ン
フ
ラ
整
備
も
進
ん
で
、
Ｔ
Ｓ

な
企
業
体
に
と
っ
て
も
地
域
社
会
と
の
共

生
関
係
が
成
り
立
た
な
け
れ
ば
、
経
営
の

要
と
も
い
え
る
事
業
継
続
性
が
維
持
で
き

ま
せ
ん
。
全
国
に
展
開
す
る
当
社
は
あ
る

意
味
で
は
そ
の
典
型
で
、
全
国
各
地
に
あ

る
事
業
所
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
依
っ
て
立
つ

地
域
と
の
共
存
共
栄
を
図
る
こ
と
が
最
重

要
課
題
の
一
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

田
中　
Ｊ
パ
ワ
ー
は
熊
本
県
内
で
も
水
力

と
風
力
の
発
電
所
を
営
ん
で
お
ら
れ
ま
す

ね
。
そ
う
し
た
進
出
企
業
が
地
元
の
自
治

体
や
地
域
住
民
と
の
交
流
を
大
切
に
し
て
、

地
元
企
業
と
同
じ
目
線
で
共
存
を
図
っ
て

く
だ
さ
る
の
は
本
当
に
あ
り
が
た
い
こ
と

で
す
。

渡
部　

我
々
も
思
い
は
同
じ
で
す
。
例
え

ば
、
風
力
の
「
阿
蘇
お
ぐ
に
ウ
ィ
ン
ド

フ
ァ
ー
ム
」（
※
4
）
は
運
転
開
始
か
ら
17
年

目
と
比
較
的
歴
史
は
浅
い
も
の
の
、
数
年

内
に
は
設
備
更
新
の
時
期
を
迎
え
ま
す
。

Tanaka Toshihiko
Watanabe Toshifumi

［特集］ 多様な力を結集する
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デ
ジ
タ
ル
技
術
を
駆
使
し
た
も
の
づ
く
り
に
挑
み
、

プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
の
付
加
価
値
を
生
み
出
し
ま
す
。

「
棚
と
半
導
体
」の
ベ
ス
ト
マ
ッ
チ
を

探
り
当
て
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。

上／本年2月、 熊本県工業連
合会が台日産業技術合作促進
会と半導体関連で相互協力協
定を結んだ際の田中さん（右
から2番目）。
下／金剛ブランドの代名詞、
軽い操作感で扱いやすい「丸
ハンドル式移動棚」の設置例

（九州学院中学・高等学校）。
写真：金剛株式会社提供

構成・文／内田 孝　写真／吉田 敬

水
力
の
「
瀬
戸
石
発
電
所
」（
※
5
）
に
至
っ

て
は
66
年
の
長
き
に
わ
た
っ
て
働
き
続
け
、

部
品
交
換
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
50
年
働
き

続
け
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
そ
う
い
う
世

代
を
超
え
た
事
業
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
地

域
社
会
に
根
を
下
ろ
し
、
人
々
の
生
活
に

溶
け
込
ん
だ
存
在
に
な
ら
な
け
れ
ば
、
企

業
と
し
て
生
き
残
れ
な
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

田
中　

地
域
あ
っ
て
の
企
業
、
企
業
あ
っ

て
の
地
域
と
い
う
、
持
ち
つ
持
た
れ
つ
の

関
係
性
を
長
く
保
つ
こ
と
が
肝
要
で
す
ね
。

今
後
、
熊
本
と
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
の
共
生
関
係
を

築
い
て
い
く
指
針
と
も
な
る
、
示
唆
に
富

ん
だ
助
言
と
受
け
止
め
ま
し
た
。

渡
部　

熊
本
県
の
よ
う
に
地
域
一
体
と

な
っ
て
成
長
や
発
展
へ
の
チ
ャ
ン
ス
を
つ

か
み
、
ま
ち
づ
く
り
や
人
づ
く
り
を
未
来

志
向
で
進
め
て
お
ら
れ
る
の
は
素
晴
ら
し

い
と
思
い
ま
す
。

田
中　

熊
本
も
ご
多
分
に
も
れ
ず
、
少
子

高
齢
化
や
労
働
人
口
減
少
な
ど
の
問
題
に

直
面
し
て
い
ま
す
。
決
し
て
先
々
を
楽
観

で
き
る
状
況
に
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
県
工

業
連
合
会
と
し
て
「
変
わ
り
ゆ
く
熊
本
」

の
針
路
を
見
極
め
、
人
・
地
域
・
産
業
が

調
和
す
る
未
来
図
を
描
い
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

渡
部　

田
中
さ
ん
ご
自
身
も
、
会
社
経
営

に
お
い
て
地
域
や
人
と
の
絆
が
い
か
に
重

要
か
を
再
認
識
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
お
持

ち
だ
そ
う
で
す
ね
。

田
中　

え
え
。
２
０
１
６
年
４
月
の
熊
本

地
震
で
被
災
し
、
当
社
の
生
産
工
場
が
壊

滅
的
打
撃
を
受
け
ま
し
た
。
工
場
再
建
に

は
莫
大
な
設
備
投
資
が
必
要
で
し
た
の
で
、

半
ば
諦
め
か
け
た
時
に
背
中
を
押
し
て
く

事
業
も
地
域
の
皆
さ
ん
に
ご
理
解
い
た
だ

き
、
受
け
入
れ
て
い
た
だ
い
て
初
め
て
成

り
立
ち
ま
す
の
で
、
そ
の
町
や
人
の
役
に

立
ち
な
が
ら
、
地
域
の
一
員
と
し
て
末
長

く
定
着
し
て
い
き
た
い
と
の
思
い
を
強
く

し
ま
し
た
。

デ
ジ
タ
ル
社
会
を
見
極
め
て 

﹁
棚
と
半
導
体
﹂を
マ
ッ
チ
ン
グ

渡
部　

後
先
に
な
り
ま
し
た
が
、
田
中
さ

ん
が
社
長
を
務
め
ら
れ
て
い
る
金
剛
株
式

会
社
に
つ
い
て
ご
紹
介
く
だ
さ
い
ま
す
か
。

田
中　

ひ
と
口
に
言
え
ば
、
本
や
書
類
を

収
納
す
る
書
架
、
棚
な
ど
を
つ
く
る
専
門

メ
ー
カ
ー
で
、
図
書
館
や
倉
庫
の
ほ
か
、

企
業
や
役
所
、
官
公
庁
の
資
料
室
な
ど
で

「
金
剛
」
の
ブ
ラ
ン
ド
を
目
に
す
る
機
会
が

多
い
か
と
思
い
ま
す
。
と
は
い
え
、
文
書

管
理
の
デ
ジ
タ
ル
化
や
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化

が
進
む
中
、
旧
来
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が

通
じ
な
く
な
っ
て
き
た
の
も
事
実
で
す
。

そ
ん
な
時
に
私
が
半
導
体
の
世
界
に
深
く

関
わ
る
機
会
を
得
て
、
デ
ジ
タ
ル
社
会
の

先
行
き
を
見
極
め
や
す
い
立
場
に
い
ら
れ

る
の
を
、
む
し
ろ
あ
り
が
た
く
感
じ
て
い

ま
す
。

渡
部　

図
書
館
で
蔵
書
を
検
索
す
る
、
保

管
庫
か
ら
資
料
を
探
し
出
す
、
商
品
の
在

庫
管
理
や
出
荷
作
業
の
効
率
化
を
図
る
と

い
っ
た
ニ
ー
ズ
を
思
い
浮
か
べ
る
と
、
デ

れ
た
の
が
地
域
の
皆
さ
ん
や
行
政
で
あ
り
、

周
り
の
企
業
で
あ
り
、
一
緒
に
働
く
社
員

た
ち
だ
っ
た
の
で
す
。
我
々
は
孤
立
し
て

は
い
な
い
、
必
ず
地
域
社
会
と
つ
な
が
っ

て
い
る
と
勇
気
づ
け
ら
れ
、
会
社
を
立
て

直
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

渡
部　

い
い
お
話
で
す
ね
。
我
々
の
電
気

ジ
タ
ル
化
の
進
展
に
つ
れ
て
「
棚
と
半
導

体
」
の
マ
ッ
チ
ン
グ
が
よ
り
高
い
次
元
で

進
む
の
で
は
な
い
か
と
、
素
人
な
が
ら
ワ

ク
ワ
ク
し
ま
す
け
ど
も
…
…
。

田
中　

ま
さ
に
そ
こ
を
突
破
口
に
し
て
、

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
駆
使
し
た
新
し
い
も
の

づ
く
り
に
挑
み
、
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
の
付

加
価
値
を
生
み
出
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
一
見
し
て
棚
や
書
架
の
形
を
と
り

な
が
ら
も
、
先
端
半
導
体
が
も
た
ら
す
ロ

ボ
ッ
ト
技
術
や
自
動
運
転
シ
ス
テ
ム
な
ど

が
組
み
込
ま
れ
た
、
Ｓ
Ｆ
映
画
に
出
て
き

そ
う
な
新
製
品
を
つ
く
り
出
す
こ
と
も
夢

で
は
な
い
で
し
ょ
う
。

渡
部　

こ
の
先
、
高
性
能
な
半
導
体
が
世

に
あ
ふ
れ
、
身
の
回
り
の
Ｄ
Ｘ
が
極
限
ま

で
進
ん
だ
と
し
ま
す
。
そ
の
時
に
人
々
は

財
布
を
持
た
な
く
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
本
や
書
類
が
す
べ
て
デ
ジ
タ
ル
に
置

き
換
わ
る
と
は
、
私
に
は
思
え
ま
せ
ん
。

金
剛
さ
ん
に
は
ぜ
ひ
「
棚
と
半
導
体
」
の

ベ
ス
ト
マ
ッ
チ
を
探
り
当
て
て
い
た
だ
き

た
い
で
す
ね
。

田
中　

自
分
た
ち
の
生
き
残
り
を
か
け
て

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

渡
部　

本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

（
２
０
２
４
年
２
月
５
日
実
施
）

Tanaka Toshihiko
Watanabe Toshifumi

［特集］ 多様な力を結集する
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を
実
感
で
き
な
い
ま
ま
原
状
に
戻
っ
た
よ
う
だ
。
利

点
が
な
い
な
ら
無
理
に
合
わ
せ
な
く
て
も
い
い
と
も

思
え
る
が
、
ど
う
や
ら
そ
れ
は
早
計
で
あ
る
。

「
例
え
ば
、
在
宅
勤
務
に
つ
い
て
言
え
ば
、
コ
ロ
ナ

禍
の
初
期
段
階
で
そ
の
実
施
率
が
高
か
っ
た
企
業
の

ほ
う
が
、
人
員
の
稼
働
率
低
下
を
小
さ
く
抑
え
、
利

益
率
の
低
下
幅
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

つ
ま
り
、
テ
レ
ワ
ー
ク
は
組
織
や
個
人
の
レ
ジ
リ
エ

ン
ス
（
回
復
力
）
を
高
め
る
の
に
有
効
で
あ
り
、
Ｂ

Ｃ
Ｐ
（
事
業
継
続
計
画
）
の
観
点
か
ら
も
意
味
が
あ

る
。

　

ま
た
、
テ
レ
ワ
ー
ク
を
取
り
入
れ
て
働
い
て
い
る

人
ほ
ど
、仕
事
に
対
す
る
熱
意
や
活
力
と
い
っ
た
ワ
ー

ク
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
（
※
２
）
が
上
昇
す
る
傾
向
に

あ
る
こ
と
も
、
私
た
ち
の
研
究
で
明
ら
か
に
な
っ
て

い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
テ
レ
ワ
ー
ク
は
、
従
業
員
の

健
康
や
幸
福
感
に
関
わ
る
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
（
※
３
）

を
高
め
な
が
ら
企
業
の
生
産
性
も
上
げ
て
い
く
と
い

う
、
人
的
資
本
経
営
の
考
え
方
か
ら
し
て
も
無
視
で

き
な
い
も
の
と
い
え
る
の
で
す
」

　

個
人
の
就
業
や
健
康
に
着
目
し
た
「
日
本
家
計
パ

ネ
ル
調
査
（
※
４
）」
を
用
い
た
山
本
さ
ん
ら
の
検
証

で
も
、
そ
の
こ
と
は
裏
づ
け
ら
れ
て
い
る
（
右
ペ
ー

ジ
の
図
）。
在
宅
勤
務
（
テ
レ
ワ
ー
ク
）
の
実
施
率

は
高
所
得
者
に
な
る
ほ
ど
顕
著
に
上
が
り
、
同
時
に

ワ
ー
ク
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
も
増
加
し
て
い
る
の
が

わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、
よ
り
満
足
し
た
暮
ら
し
に
近

づ
い
て
い
く
。
大
事
な
の
は
テ
レ
ワ
ー
ク
そ
れ
自
体

で
は
な
く
、
そ
の
先
に
あ
る
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
と

生
産
性
の
向
上
を
同
時
に
満
た
す
こ
と
で
あ
る
。

日
本
企
業
を
強
く
す
る

ウェル
ビ
ー
イ
ン
グ
な
働
き
方

［特集］ 多様な力を結集する

山
本 

勲

慶
應
義
塾
大
学
商
学
部
教
授

パ
ネ
ル
デ
ー
タ
設
計
・
解
析
セ
ン
タ
ー
長

す
る
。
ど
ち
ら
が
望
ま
し
い
の
だ
ろ
う
。
計
量
経
済

学
を
用
い
て
労
働
市
場
の
実
証
分
析
を
行
う
慶
應
義

塾
大
学
商
学
部
教
授
の
山
本
勲
さ
ん
（
パ
ネ
ル
デ
ー

タ
設
計
・
解
析
セ
ン
タ
ー
長
）
に
聞
い
た
。

「
柔
軟
な
働
き
方
が
広
が
り
つ
つ
あ
る
と
い
う
意
味

で
は
、
企
業
と
就
業
者
の
双
方
に
と
っ
て
テ
レ
ワ
ー

ク
は
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
し
、
い
い
方
向
に
進
ん
で
い

る
と
思
い
ま
す
。
10
年
ほ
ど
前
か
ら
働
き
方
改
革
の

議
論
が
活
発
に
な
り
、
残
業
上
限
規
制
が
法
律
で
強

化
さ
れ
る
な
ど
し
て
、
大
企
業
を
中
心
に
長
時
間
労

働
の
是
正
や
待
遇
改
善
と
い
っ
た
取
り
組
み
が
進
ん

で
き
ま
し
た
。
そ
こ
に
コ
ロ
ナ
禍
が
来
て
、
在
宅
勤

務
を
は
じ
め
と
す
る
多
様
な
働
き
方
の
広
ま
り
が
一

気
に
加
速
し
た
わ
け
で
す
。

　

た
だ
、
気
に
な
る
の
は
、
そ
の
ま
ま
柔
軟
な
働
き

方
が
定
着
し
た
企
業
と
、
コ
ロ
ナ
禍
が
明
け
て
元
に

戻
っ
た
感
の
あ
る
企
業
と
の
格
差
が
広
が
り
、
二
極

化
の
様
相
を
呈
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
先
行
す
る
大

企
業
に
な
ら
っ
て
全
体
的
に
取
り
組
み
が
進
み
、徐
々

コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
格
差
拡
大 

二
極
化
す
る
働
き
方

　

コ
ロ
ナ
禍
は
我
々
の
社
会
・
生
活
に
様
々
な
影
響

を
及
ぼ
し
、
新
し
い
ル
ー
ル
や
ス
タ
イ
ル
を
も
た
ら

し
た
。
働
き
方
も
そ
の
一
つ
。
例
え
ば
、
在
宅
勤
務

な
ど
、
職
場
と
は
離
れ
た
場
所
で
仕
事
を
す
る
テ
レ

ワ
ー
ク
（
ま
た
は
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
）
が
一
挙
に
普

及
し
た
。
国
土
交
通
省
が
昨
年
３
月
に
発
表
し
た
「
テ

レ
ワ
ー
ク
人
口
実
態
調
査
」
の
結
果
に
よ
る
と
、
就

業
者
に
占
め
る
雇
用
型
テ
レ
ワ
ー
カ
ー
（
※
１
）
の
割

合
は
、
コ
ロ
ナ
禍
前
の
２
０
１
９
年
度
が
14
・
８
％

だ
っ
た
の
に
対
し
、
22
年
度
に
は
26
・
１
％
に
上
昇
。

ま
た
、
勤
務
先
で
テ
レ
ワ
ー
ク
を
認
め
て
い
る
、
ま

た
は
そ
の
制
度
が
あ
る
人
は
37
・
６
％
で
、
同
じ
く

コ
ロ
ナ
禍
前
の
19
・
６
％
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
。

　

一
方
、
テ
レ
ワ
ー
ク
の
生
産
性
を
疑
問
視
す
る
声

も
根
強
く
あ
り
、
在
宅
勤
務
を
減
ら
し
て
通
勤
勤
務

に
戻
し
た
と
い
う
企
業
や
就
業
者
の
例
は
よ
く
耳
に

と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
う
し
た
企
業
ほ
ど
、

生
産
性
が
高
い
場
合
が
ほ
と
ん
ど
。
コ
ロ
ナ
禍
後
は
、

そ
の
新
し
い
働
き
方
に
価
値
を
認
め
、
通
常
の
勤
務

と
組
み
合
わ
せ
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
の
格
好
で
定
着
が

進
ん
だ
と
み
ら
れ
る
。

　

半
面
、
テ
レ
ワ
ー
ク
が
定
着
し
な
か
っ
た
企
業
の

多
く
は
も
と
か
ら
適
し
た
環
境
が
な
く
、
メ
リ
ッ
ト

※4 日本家計パネル調査
全国の個人を対象とする、就業、所得、
健康、教育、資産などの広範囲にわたる
項目に関する調査。慶應義塾大学で実施。
https://www.pdrc.keio.ac.jp

他のOECD諸国と比べた相対的な幸福度を表すもので、
線が長い項目ほど他国より優れている（幸福度が高い）
ことを示す（「＊」の付くネガティブな項目は反転スコア）。

※3 ウェルビーイング ※2 ワークエンゲージメント ※1 雇用型テレワーカー
well-being。幸福感や生活の質を表す言
葉。健康や精神の状態、経済的な状況、
社会的なつながりなどが関係している。

活力・熱意・没頭の３つの観点から見て、
仕事に対するポジティブな心理状態にあ
ること。

自営などではない、企業等に雇用される
就業者のうち、テレワークを実施してい
る人。

　

そ
も
そ
も
テ
レ
ワ
ー
ク
の
定
着
度
合
い
に
差
が
生

じ
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。
山
本
さ
ん
の
研
究
に
よ
れ

ば
、
定
着
度
の
高
い
企
業
ほ
ど
、
コ
ロ
ナ
禍
前
か
ら

柔
軟
な
働
き
方
に
前
向
き
だ
っ
た
り
、
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ

タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
を
進
め
る
な

ど
し
て
導
入
に
適
し
た
環
境
が
あ
っ
た
り
と
、
テ
レ

ワ
ー
ク
の
利
点
を
享
受
し
や
す
い
状
況
に
あ
っ
た
こ

［コロナ禍でのレジリエンス・ウェルビーイング格差］

［ウェルビーイングとは？］

出典：「日本家計パネル調査」を用いた検証：山本・石井（2022）

出典：OECD better life index 〜OECD (2020)より

に
格
差
が
解
消
す
れ
ば
い
い
で
す
が
、
そ
う
で
は
な

い
と
す
る
と
、
働
き
方
改
革
の
足
か
せ
と
な
り
、
日

本
経
済
の
成
長
に
も
影
響
が
及
ぶ
で
し
ょ
う
」
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誰
も
が
活
躍
で
き
る
環
境
へ 

Ｄ
Ｅ
＆
Ｉ
の
時
代

　

睡
眠
も
含
め
て
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
環
境
を
整

え
、
企
業
と
従
業
員
の
双
方
に
利
益
を
も
た
ら
そ
う

と
す
る
動
き
は
世
界
的
な
潮
流
だ
。
そ
の
よ
う
な
、

誰
に
と
っ
て
も
幸
福
感
の
得
ら
れ
や
す
い
職
場
づ
く

り
を
進
め
る
こ
と
は
、
企
業
が
多
様
性
を
獲
得
す
る

プ
ロ
セ
ス
で
も
あ
る
と
山
本
さ
ん
は
見
る
。

「
こ
こ
で
い
う
多
様
性
は
も
ち
ろ
ん
、
性
別
や
年
齢

や
国
籍
と
い
っ
た
属
性
だ
け
を
指
す
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
人
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
る
考
え
方
や
価
値
観
、

行
動
の
違
い
。
こ
の
『
認
知
的
多
様
性
』
を
認
め
合

え
る
環
境
を
つ
く
る
こ
と
が
重
要
で
す
」

　

か
つ
て
企
業
が
こ
ぞ
っ
て
注
目
し
た
「
ダ
イ
バ
ー

シ
テ
ィ
（
多
様
性
）」
は
今
、「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
・

エ
ク
イ
テ
ィ
（
公
平
性
）
＆
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
（
包

括
性
）：
Ｄ
Ｅ
＆
Ｉ
」
へ
と
進
化
を
遂
げ
つ
つ
あ
る
。

多
様
な
人
材
を
包
み
込
ん
で
尊
重
し
合
い
、
公
平
に

力
を
発
揮
で
き
る
環
境
を
実
現
で
き
た
企
業
こ
そ
が

伸
び
て
い
く
。
今
こ
そ
、
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
経
営

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

状
態
が
悪
い
企
業
ほ
ど
、
利
益
率
が
下
が
る
傾
向
に

あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
平
均
睡
眠
時
間
の
長

さ
で
見
た
時
に
、
上
位
20
％
の
企
業
と
下
位
20
％
の

企
業
の
間
に
は
利
益
率
で
平
均
約
４
％
の
差
が
生
じ

て
い
て
、
下
位
の
企
業
は
そ
の
２
年
後
に
、
利
益
率

が
約
２
％
落
ち
て
い
た
の
で
す
」

　

こ
れ
は
山
本
さ
ん
が
参
画
す
る
日
経
ス
マ
ー
ト

ワ
ー
ク
経
営
研
究
会
（
※
６
）
で
の
実
証
結
果
。
上
場

企
業
約
４
５
０
社
と
、
従
業
員
約
７
０
０
０
人
に
対

す
る
調
査
デ
ー
タ
を
掛
け
合
わ
せ
て
分
析
し
た
も
の

で
、
睡
眠
時
間
の
上
位
10
％
と
下
位
10
％
の
企
業
の

間
に
は
、
平
日
で
約
１
時
間
の
差
が
あ
る
こ
と
も
明

ら
か
に
な
っ
た
（
右
ペ
ー
ジ
の
図
参
照
）。

「
さ
ら
に
、
勤
務
先
の
平
均
労
働
時
間
が
長
く
、
ま

た
本
人
の
残
業
時
間
や
通
勤
時
間
も
長
い
人
ほ
ど
、

そ
し
て
有
給
休
暇
や
在
宅
勤
務
の
少
な
い
人
ほ
ど
、

睡
眠
の
質
に
も
表
れ
る 

伸
び
る
企
業
の
チ
カ
ラ

　

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
指
標
は
様
々
に
考
え
ら
れ

る
が
、「
睡
眠
」
も
そ
の
一
つ
に
な
る
と
山
本
さ
ん

は
指
摘
す
る
。
働
き
方
と
睡
眠
時
間
・
睡
眠
の
質
は

明
ら
か
に
相
関
す
る
関
係
に
あ
る
と
い
う
。

「
よ
く
睡
眠
不
足
で
仕
事
を
す
る
と
効
率
が
落
ち
る

と
い
い
ま
す
よ
ね
。
一
睡
も
し
な
い
ま
ま
17
時
間
も

続
け
て
作
業
を
す
る
の
は
、
酔
っ
払
い
が
同
じ
作
業

を
す
る
の
に
等
し
い
な
ど
と
い
う
実
験
報
告
も
あ
る

く
ら
い
で
す
。

　

実
際
、
私
が
行
っ
た
研
究
で
も
、
従
業
員
の
睡
眠

ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
は
い
ま
一
つ
だ
。

「
日
本
で
は
以
前
、
昇
進
・
昇
給
と
い
っ
た
金
銭
的

価
値
観
が
重
視
さ
れ
、
そ
れ
が
労
働
者
の
幸
せ
に
直

結
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
だ
か
ら
、

経
営
者
は
そ
の
制
度
さ
え
う
ま
く
管
理
で
き
て
い
れ

ば
よ
か
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

で
す
が
、
現
在
で
は
人
々
の
価
値
観
が
多
様
化
し
、

非
金
銭
的
な
側
面
ま
で
重
視
し
な
け
れ
ば
経
営
に
も

悪
影
響
が
及
ぶ
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
出
世
よ
り

も
健
康
が
大
事
、
給
料
よ
り
時
間
が
ほ
し
い
、
そ
ん

な
声
に
も
耳
を
傾
け
て
、
従
業
員
の
様
々
な
価
値
観

に
向
き
合
い
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
る
こ
と
で
、

仕
事
の
生
産
性
を
上
げ
て
い
く
。
そ
う
し
た
ウ
ェ
ル

ビ
ー
イ
ン
グ
経
営
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
」

　

と
は
い
え
、
何
を
大
事
に
す
る
か
は
人
に
よ
っ
て

あ
ま
り
に
違
う
。
多
様
な
指
標
を
設
け
、
従
業
員
に

向
け
て
定
期
的
に
意
識
調
査
を
行
い
、
個
別
に
ウ
ェ

ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
到
達
度
合
い
を
測
る
必
要
が
あ
る
。

度
合
い
が
落
ち
た
人
が
い
れ
ば
、
そ
の
つ
ど
面
談
な

ど
を
通
じ
て
原
因
を
探
り
、
解
決
策
を
講
じ
て
引
き

上
げ
て
い
く
。
そ
の
結
果
、
個
々
の
調
整
で
総
じ
て

全
体
が
底
上
げ
さ
れ
、
会
社
と
し
て
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー

イ
ン
グ
も
高
ま
る
こ
と
に
な
る
。

「
企
業
と
し
て
は
、
こ
の
よ
う
に
多
元
的
な
価
値
観

を
一
元
的
な
も
の
に
変
換
す
る
た
め
の
尺
度
と
し
て
、

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
捉
え
る
と
い
い
で
し
ょ
う
。

従
業
員
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
高
め
る
こ
と
は
、

単
に
福
利
厚
生
を
充
実
さ
せ
て
社
会
的
責
任
を
果
た

す
と
い
っ
た
面
だ
け
で
な
く
、
経
営
的
な
側
面
で
の

プ
ラ
ス
効
果
に
も
つ
な
が
る
の
で
す
か
ら
」

幸
福
感
が
原
動
力
に
な
る 

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
経
営

「
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
」
を
辞
書
で
引
く
と
、「
幸
福
、

健
康
（
な
状
態
）」
と
い
っ
た
訳
語
が
示
さ
れ
る
。

だ
が
、「
先
進
的
な
企
業
が
今
、
経
営
の
考
え
方
に

取
り
入
れ
る
な
ど
し
て
注
目
し
て
い
る
の
は
、
も
っ

と
広
い
意
味
で
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
だ
」
と
山
本

さ
ん
は
言
う
。

「
Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界
保
健
機
関
）
で
は
身
体
的
・
精
神

的
・
社
会
的
に
満
た
さ
れ
た
状
態
が
健
康
で
あ
る
と

定
義
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
よ
り
さ
ら
に
広
く
捉
え

る
べ
き
で
し
ょ
う
。
例
え
ば
、
所
得
が
増
え
る
こ
と

や
生
活
水
準
が
上
向
く
こ
と
、
楽
し
く
働
け
る
こ
と

な
ど
も
、
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
度
合
い
を
測
る
指

標
に
な
り
得
ま
す
」

　

そ
の
多
面
性
に
つ
い
て
は
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
（
経
済
協

力
開
発
機
構
）
が
２
０
１
１
年
に
策
定
し
た
「
よ
り

よ
い
暮
ら
し
指
標
（Better Life Index

）」（
※
５
）

が
参
考
に
な
る
。
雇
用
、
教
育
、
環
境
な
ど
に
関
す

る
11
の
分
野
で
構
成
さ
れ
、
さ
ら
に
細
か
く
20
を
超

え
る
項
目
を
設
定
。
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
コ
ア
が
高
い
ほ

ど
幸
福
度
が
高
い
、
す
な
わ
ち
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ

の
度
合
い
が
上
が
る
こ
と
に
な
る
。
要
は
そ
れ
だ
け

多
角
的
に
見
な
け
れ
ば
、
幸
福
の
本
質
は
わ
か
ら
な

い
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

　

こ
の
指
標
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
国
な
ど
40
カ
国
で
作

成
さ
れ
、各
国
の
幸
福
度
が
比
較
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。
日
本
の
幸
福
度
は
前
ペ
ー
ジ
図
の
と
お
り
。

平
均
寿
命
や
安
全
性
、
就
業
率
は
高
い
が
、
ワ
ー
ク

慶
應
義
塾
大
学
商
学
部
教
授
、
同
パ
ネ
ル
デ
ー
タ
設
計
・
解
析
セ
ン
タ
ー

長
。
１
９
７
０
年
、
神
奈
川
県
生
ま
れ
。
慶
應
義
塾
大
学
商
学
部
卒
業
、

同
大
学
院
商
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了
。
１
９
９
５
年
、
日
本
銀
行
に
入

行
し
、
調
査
統
計
局
、
金
融
研
究
所
な
ど
に
勤
務
。
こ
の
間
、
米
国
ブ
ラ

ウ
ン
大
学
大
学
院
で
博
士
号
取
得
（
経
済
学
）。
２
０
０
７
年
、
慶
應
義

塾
大
学
商
学
部
准
教
授
、
２
０
１
４
年
よ
り
同
教
授
。
専
門
は
応
用
ミ
ク

ロ
・
マ
ク
ロ
経
済
学
、
労
働
経
済
学
、
計
量
経
済
学
。『
労
働
時
間
の
経

済
分
析
：
超
高
齢
社
会
の
働
き
方
を
展
望
す
る
』（
共
著
、
２
０
１
４
年
、

日
本
経
済
新
聞
出
版
社
）
で
第
57
回
日
経
・
経
済
図
書
文
化
賞
受
賞
。
近

著
に
『
人
工
知
能
と
経
済
』（
編
著
、
２
０
１
９
年
、
勁
草
書
房
）。

や
ま
も
と・い
さ
む

取
材
・
文
／
松
岡 

一
郎
（
エ
ス
ク
リ
プ
ト
）　

写
真
／
竹
見 

脩
吾

［特集］ 多様な力を結集する

※6 日経スマートワーク経営研究会
生産性向上のキーとなる要因を実証的に分
析、発信する学識経験者らによる研究会。
日本経済新聞社と日本経済研究センターの
共同運営。

※5 Better Life Index：BLI
生活の豊かさを測るGDP以外の新しい指
標として、OECDが2011年に発表。加
盟37カ国とブラジル、ロシア、南アフリ
カを加えた40カ国の幸福度を比較できる。

「ウェルビーイングのために、リスキリングを通じて個人的に生産性を高めることも大切」と話す山本さん。

睡
眠
の
状
態
は
悪
か
っ
た
。
仕
事
の

目
的
や
役
割
が
明
確
か
ど
う
か
、
社

員
数
に
占
め
る
女
性
の
比
率
な
ど
も

関
係
し
て
き
ま
す
」

　

分
析
結
果
か
ら
推
計
す
る
と
、
残

業
時
間
を
月
に
10
時
間
ほ
ど
短
縮
す

れ
ば
、
睡
眠
時
間
は
月
に
約
４
時
間

延
び
る
と
い
う
。
こ
う
し
た
改
善
が

収
益
に
つ
な
が
る
以
上
、
経
営
者
と

し
て
は
看
過
で
き
な
い
。
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
日
本
人
の
睡
眠
時
間
は
先

進
国
で
最
も
短
く
、
１
日
平
均
約
７

時
間
20
分
と
欧
米
よ
り
１
時
間
以
上

も
少
な
い
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
統
計
）。

　

米
国
シ
ン
ク
タ
ン
ク
の
ラ
ン
ド
研

究
所
は
２
０
１
６
年
、
日
本
で
は
睡

眠
不
足
に
よ
っ
て
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
約
３
％

に
相
当
す
る
経
済
損
失
（
当
時
で
約

15
兆
円
）
が
生
じ
て
い
る
と
発
表
し

た
。「
日
本
企
業
は
今
す
ぐ
に
で
も

睡
眠
を
経
営
課
題
に
位
置
づ
け
る
べ

き
」（
山
本
さ
ん
）
な
の
で
あ
る
。

［企業単位での従業員の睡眠時間］
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ま
す
。
世
界
中
の
農
家
の
方
々
と
連
携
し
て
、
生
産

指
導
、
ク
オ
リ
テ
ィ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
、
農
作

物
は
当
社
が
す
べ
て
買
い
取
っ
て
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
販

売
し
ま
す
。
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

も
含
め
一
気
通
貫
で
行
う
こ
と
に
よ
り
農
作
物
の
ク

オ
リ
テ
ィ
を
高
く
保
ち
、
農
家
の
収
益
性
に
貢
献
で

き
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。
品
種
と
い
う
の
は
あ
く

ま
で
も
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
。
雑
に
つ
く
れ
ば
美
味
し
く

な
い
も
の
が
容
易
に
で
き
あ
が
っ
て
し
ま
う
。
ク
オ

リ
テ
ィ
を
担
保
し
た
商
品
を
届
け
る
こ
と
が
ブ
ラ
ン

ド
の
本
質
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、
垂
直
統
合
型
（
※
５
）

の
ビ
ジ
ネ
ス
が
不
可
欠
だ
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

こ
う
し
た
信
念
の
も
と
、
Ｃ
Ｕ
Ｌ
Ｔ
Ａ
が
ま
ず
挑

ん
だ
農
作
物
は
イ
チ
ゴ
だ
。
東
南
ア
ジ
ア
で
の
販
売

を
見
据
え
、
す
で
に
日
本
国
内
で
試
験
量
産
を
始
め

て
い
る
。

「
グ
ロ
ー
バ
ル
に
展
開
す
る
品
目
と
し
て
、
高
付
加

価
値
の
フ
ル
ー
ツ
に
着
目
し
ま
し
た
。
イ
チ
ゴ
は
『
あ

ま
お
う
』
や
『
と
ち
お
と
め
』
な
ど
有
名
な
品
種
が

多
数
あ
り
ま
す
が
、
い
ず
れ
も
日
本
の
み
に
適
応
し

た
品
種
ば
か
り
。
東
南
ア
ジ
ア
の
高
温
多
湿
な
気
候

や
日
長
条
件
に
お
い
て
は
生
産
す
る
こ
と
が
困
難
で

す
。
東
南
ア
ジ
ア
の
生
産
環
境
に
適
応
し
た
品
種
を

つ
く
る
の
で
あ
れ
ば
、
私
た
ち
の
技
術
は
大
い
に
優

位
性
が
あ
る
と
判
断
し
ま
し
た
」

　

東
南
ア
ジ
ア
に
輸
出
さ
れ
て
い
る
日
本
の
農
作
物

は
、
日
本
市
場
に
出
回
っ
て
い
る
の
と
同
じ
も
の
が

販
売
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
売

ら
れ
て
い
る
日
本
産
イ
チ
ゴ
は
、
日
本
国
内
な
ら

５
０
０
円
で
売
ら
れ
る
と
こ
ろ
、
現
地
で
は

最
先
端
技
術
で
挑
む

日
本
発
の
農
作
物
ブ
ラ
ン
ド

［特集］ 多様な力を結集する

野
秋 

収
平

株
式
会
社
C
U
L
T
A

代
表
取
締
役
C
E
O

人
に
聞
き
、
驚
い
た
。

「
初
め
て
の
海
外
経
験
で
日
本
を
外
か
ら
見
る
機
会

を
得
ま
し
た
が
、
日
本
は
凋
ち
ょ
う

落ら
く

し
て
い
る
の
か
と
愕

然
と
し
、
20
歳
の
私
に
は
衝
撃
的
で
し
た
」

　

同
時
に
、
こ
ん
な
気
づ
き
も
あ
っ
た
。

「
現
地
で
食
べ
た
ト
マ
ト
が
あ
ま
り
美
味
し
く
な

か
っ
た
ん
で
す
。
そ
の
時
に
、
日
本
の
食
は
明
ら
か

に
大
き
な
強
み
な
の
だ
と
気
づ
き
ま
し
た
。
当
時
ま

だ
大
学
生
で
し
た
が
、
い
つ
か
『
食
』
の
分
野
で
日

本
の
新
し
い
ブ
ラ
ン
ド
を
つ
く
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に

展
開
で
き
な
い
か
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
」

　

そ
の
後
、
野
秋
さ
ん
は
東
京
大
学
大
学
院
の
農
学

生
命
科
学
研
究
科
に
進
学
し
、
在
学
中
の
２
０
１
７

年
に
Ｃ
Ｕ
Ｌ
Ｔ
Ａ
を
立
ち
上
げ
た
。

「
大
学
院
で
は
ス
マ
ー
ト
農
業
（
※
２
）
と
呼
ば
れ
る

領
域
の
研
究
に
携
わ
り
ま
し
た
。
私
が
所
属
し
て
い

た
研
究
室
で
は
品
種
改
良
に
貢
献
で
き
る
デ
ー
タ
取

得
の
技
術
を
開
発
し
て
い
た
の
で
す
が
、
そ
こ
で
研

究
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
の
思
い
が
結
び
つ
い
た
の
で
す
。

高
速
育
種
技
術
で 

品
種
改
良
を
５
倍
速
に

「
ジ
ャ
パ
ン
・
ア
ズ
・
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
」（
※
１
）
と

日
本
が
も
て
は
や
さ
れ
た
の
は
１
９
８
０
年
代
の
こ

と
。
米
国
の
社
会
学
者
、
エ
ズ
ラ
・
ヴ
ォ
ー
ゲ
ル
氏

の
著
書
に
よ
り
日
本
的
経
営
の
優
位
性
が
説
か
れ
、

バ
ブ
ル
経
済
に
突
入
し
た
日
本
経
済
へ
の
注
目
が
一

気
に
高
ま
っ
た
時
代
だ
。
翻
っ
て
現
在
、
日
本
が
世

界
に
誇
れ
る
も
の
と
は
何
だ
ろ
う
か
。

　

農
業
系
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
Ｃ
Ｕ
Ｌ
Ｔ
Ａ
（
カ
ル

タ
）
の
代
表
を
務
め
る
野
秋
収
平
さ
ん
は
、
こ
の
答

え
に
つ
な
が
る
ヒ
ン
ト
を
20
歳
の
頃
に
見
つ
け
た
。

き
っ
か
け
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
に
留
学
中
、
日
本
ブ

ラ
ン
ド
の
グ
ロ
ー
バ
ル
プ
レ
ゼ
ン
ス
が
低
下
し
て
い

る
の
を
目
の
当
た
り
に
し
た
こ
と
だ
。
か
つ
て
は
街

中
で
日
本
の
大
手
電
機
メ
ー
カ
ー
の
看
板
を
数
多
く

目
に
し
た
が
、
今
で
は
ア
ジ
ア
の
他
国
ブ
ラ
ン
ド
に

取
っ
て
代
わ
ら
れ
て
い
る
│
│
そ
ん
な
話
を
現
地
の

品
種
と
い
え
ば
、
農
業
領
域
に
お
け
る
日
本
の
お
家

芸
。
研
究
レ
ベ
ル
は
世
界
と
比
べ
て
も
高
い
。
品
種

に
関
す
る
技
術
を
活
用
し
て
、
世
界
に
勝
て
る
日
本

の
食
の
ブ
ラ
ン
ド
を
つ
く
り
た
い
、
そ
ん
な
願
い
の

も
と
、
起
業
を
決
意
し
ま
し
た
」

　

Ｃ
Ｕ
Ｌ
Ｔ
Ａ
の
強
み
と
い
え
ば
、
他
な
ら
ぬ
品
種

改
良
の
技
術
に
あ
る
。
従
来
で
あ
れ
ば
10
年
か
か
る

と
い
わ
れ
る
品
種
改
良
を
２
年
に
短
縮
す
る
こ
と
も

可
能
な
「
高
速
育
種
技
術
」
だ
。

「
よ
く
ゲ
ノ
ム
編
集
（
※
３
）
や
遺
伝
子
組
み
換
え
な

ど
遺
伝
子
を
直
接
的
に
改
変
す
る
方
法
だ
と
思
わ
れ

が
ち
で
す
が
、
そ
れ
と
は
ま
っ
た
く
異
な
り
ま
す
。

私
た
ち
は
１
５
０
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ
『
交
配
育

種
』（
※
４
）
と
い
う
方
法
を
い
か
に
高
速
化
で
き
る
か
、

と
い
う
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
グ
ロ
ー

バ
ル
展
開
を
見
据
え
た
選
択
で
す
。
例
え
ば
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
は
ゲ
ノ
ム
編
集
の
規
制
が
ま
だ
ま
だ
厳
し

く
、
交
配
育
種
で
あ
れ
ば
文
化
的
、
社
会
的
な
反
発

を
避
け
ら
れ
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
か
ら
で
す
」

提携農家のもとには足繁く通う。生産者と消費者の双方が幸せでい
られるような農業の構造をつくるために、提携農家とのコミュニケ
ーションを大切にしている。

CULTAが開発した新品種のイチゴをハウスで栽培。高速育種技術
によりPDCAを早く回すことが可能だ。

下
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
う
し
た
状
況
か
ら
脱
却
す

る
た
め
に
ゲ
ノ
ム
情
報
を
解
析
し
て
予
測
し
、
個
体

の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
見
抜
き
ま
す
。
高
速
育
種
技
術

に
よ
り
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
を
高
速
で
回
し
試
行
回
数
を
増

や
す
ア
プ
ロ
ー
チ
、
ゲ
ノ
ム
解
析
に
よ
り
確
率
を
上

げ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
、
こ
の
２
つ
を
組
み
合
わ
せ
て
オ

ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
構
築
し
て
い
ま
す
」

ブ
ラ
ン
ド
価
値
を
高
め
る 

垂
直
統
合
型
ビ
ジ
ネ
ス

　

こ
の
高
速
育
種
技
術
を
武
器
に
Ｃ
Ｕ
Ｌ
Ｔ
Ａ
が
目

指
す
の
は
、
世
界
に
向
け
て
「
日
本
発
の
プ
レ
ミ
ア

ム
農
作
物
ブ
ラ
ン
ド
」
を
つ
く
る
こ
と
だ
。
そ
の
た

め
に
、品
種
開
発
に
と
ど
ま
ら
ず
、生
産
、販
売
、マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
ま
で
全
工
程
を
自
社
で
手
が
け
る
。

「
品
種
を
販
売
し
て
終
わ
り
、
で
は
グ
ロ
ー
バ
ル
に

展
開
で
き
る
ブ
ラ
ン
ド
は
つ
く
れ
な
い
と
思
っ
て
い

※3 ゲノム編集※5 垂直統合型 ※2 スマート農業※4 交配育種 ※1 ジャパン・アズ・ナンバーワン
ゲノム（遺伝子をはじめ遺伝情報の全体）を構
成するDNAを切断して遺伝子を書き換える技
術のこと。

製品の開発から生産、販売にいたる上流から下
流のプロセスを単一企業、もしくはグループで
行うビジネスモデル。

農林水産省では「ロボット、AI、IoTなど先端
技術を活用する農業」と定義。作業の自動化に
より人手不足を解消したり、データの活用によ
り農業経営の高度化が可能になったりする。

性質の異なる品種同士を掛け合わせ、その子孫
から目的の性質をもつ品種をつくる方法。本格
的な品種改良が始まった明治時代から用いられ
ている。

戦後の日本の高度経済成長の要因を分析したエズ
ラ・ヴォーゲル氏の著書。1979年に刊行され、
大ベストセラーに。著書名はそのまま日本経済の
最盛期を表す言葉として使われた。

　

で
は
具
体
的
に
、
高
速
育
種
技
術
と
は
ど
の
よ
う

な
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
に
は
大
き
く
２
つ
の

側
面
が
あ
る
と
い
う
。

「
１
つ
は
、
人
工
環
境
で
栽
培
す
る
こ
と
。
Ｌ
Ｅ
Ｄ

ラ
イ
ト
が
設
置
さ
れ
た
屋
内
な
ど
高
度
に
環
境
制
御

で
き
る
場
所
で
栽
培
す
る
こ
と
に
よ
り
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ

（
計
画
、
実
行
、
評
価
、
改
善
）
を
早
く
回
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
栽
培
の
高
速
化
が
可
能

と
な
り
ま
す
。
２
つ
目
は
遺
伝
情
報
の
解
析
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
品
種
改
良
で
は
、
品
種
の
組
み
合
わ
せ

は
長
年
の
経
験
と
勘
に
基
づ
い
て
属
人
的
に
判
断
が
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農
業
界
の
理
想
の
未
来
に
つ
い
て
尋
ね
て
み
る
と
、

野
秋
さ
ん
の
答
え
は
極
め
て
明
快
だ
っ
た
。
消
費
者

が
い
つ
で
も
高
品
質
な
農
作
物
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る

こ
と
。
生
産
者
は
そ
れ
に
応
え
る
こ
と
で
収
益
性
を

保
ち
、
自
分
の
仕
事
に
誇
り
を
持
て
る
こ
と
│
│
。

　

常
に
消
費
者
と
生
産
者
の
双
方
に
思
い
を
馳
せ
る

野
秋
さ
ん
、
実
は
祖
父
は
サ
ツ
マ
イ
モ
農
家
を
経
営

し
て
い
た
。
幼
い
頃
か
ら
畑
に
出
て
手
伝
い
を
す
る

こ
と
も
あ
り
、
植
物
が
育
つ
の
を
間
近
に
見
て
、
お

も
し
ろ
い
な
と
感
じ
て
い
た
そ
う
。
土
を
触
る
こ
と

や
虫
に
対
す
る
苦
手
意
識
は
な
く
、
大
人
に
な
っ
て

農
場
に
行
っ
て
も
困
る
こ
と
が
な
か
っ
た
の
は
、
少

年
時
代
の
経
験
が
あ
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
。

「
今
で
も
な
る
べ
く
農
業
の
現
場
に
足
を
運
ぼ
う
と

心
が
け
て
い
ま
す
。
農
家
の
方
に
話
を
伺
う
こ
と
は
、

自
分
の
経
営
を
進
め
て
い
く
う
え
で
何
よ
り
重
要
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
現
場
か
ら
離
れ
な

い
よ
う
に
し
た
い
で
す
ね
」

　

自
分
た
ち
が
目
指
す
ビ
ジ
ョ
ン
に
共
感
し
、
と
も

に
農
業
界
を
変
え
よ
う
と
前
の
め
り
に
な
っ
て
話
を

聞
い
て
く
れ
る
農
業
家
と
の
出
会
い
が
、
野
秋
さ
ん

が
こ
の
仕
事
を
選
ん
で
よ
か
っ
た
と
思
え
る
瞬
間
だ
。

術
を
武
器
に
、
今
後
も
起
こ
り
う
る
大
変
動
を
見
据

え
た
農
業
生
産
を
す
る
こ
と
で
、
Ｃ
Ｕ
Ｌ
Ｔ
Ａ
が
目

指
す
未
来
へ
と
近
づ
く
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

　

そ
し
て
、
野
秋
さ
ん
が
「
Ｃ
Ｕ
Ｌ
Ｔ
Ａ
の
い
わ
ば

サ
ブ
テ
ー
マ
」
だ
と
話
す
の
は
、
農
学
の
社
会
実
装

へ
の
思
い
だ
。

「
実
は
ア
カ
デ
ミ
ア
の
世
界
に
埋
も
れ
て
い
る
農
学

の
技
術
や
研
究
結
果
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
で
も
、

農
学
の
た
め
の
農
学
に
な
っ
て
い
て
、
農
業
の
た
め

の
農
学
に
な
っ
て
い
な
い
の
が
実
情
で
す
。
こ
う
し

た
リ
ソ
ー
ス
を
社
会
実
装
す
る
装
置
と
し
て
私
た
ち

の
事
業
が
機
能
す
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま

す
。
品
種
を
つ
く
る
だ
け
で
な
く
、
生
産
を
支
援
し
、

高
品
質
な
状
態
を
キ
ー
プ
し
て
消
費
者
に
届
け
る
。

こ
う
し
た
フ
ロ
ー
の
随
所
に
様
々
な
技
術
を
活
用
す

る
可
能
性
が
あ
る
は
ず
で
す
。
農
学
の
知
見
を
現
場

実
装
す
る
こ
と
で
農
業
に
価
値
を
生
み
出
す
。
こ
う

し
た
こ
と
も
視
野
に
入
れ
て
進
め
て
い
き
た
い
で
す

ね
」

　

こ
れ
ま
で
農
学
が
社
会
実
装
し
き
れ
な
か
っ
た
理

由
に
つ
い
て
、
野
秋
さ
ん
は
こ
う
分
析
し
て
い
る
。

「
農
学
の
知
見
を
一
つ
社
会
実
装
す
る
だ
け
で
は
さ

ほ
ど
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
は
こ
れ

を
『
点
の
実
装
』
と
呼
ん
で
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら

は
『
線
の
実
装
』
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
品
種
改
良
の
技
術
を
売
っ
た
だ
け
で
は
点

の
実
装
で
、
い
い
品
種
が
完
成
し
て
も
正
し
く
栽
培

で
き
な
け
れ
ば
ブ
ラ
ン
ド
価
値
は
下
が
り
ま
す
。
こ

れ
を
線
の
実
装
に
す
る
た
め
に
、
私
た
ち
の
場
合
は

バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
を
構
築
し
て
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

に
も
コ
ミ
ッ
ト
す
る
。
さ
ら
に
他
の
作
物
や
他
の
地

域
に
展
開
さ
れ
れ
ば
『
面
の
実
装
』
に
な
り
ま
す
。

現
状
は
点
の
実
装
に
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
、
農
業

分
野
に
お
け
る
大
き
な
課
題
だ
と
捉
え
て
い
ま
す
」

「
当
時
一
番
強
く
感
じ
て
い
た
こ
と
は
、
生
産
者
と

消
費
者
が
両
方
と
も
得
を
す
る
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン

を
つ
く
り
た
い
、
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
ん
で
す
。
そ

こ
に
『
未
来
の
適
地
適
作
』
と
い
う
文
脈
を
当
て
込

み
、
生
産
者
と
消
費
者
が
未
来
に
お
い
て
も
幸
せ
な

状
態
を
保
つ
こ
と
が
で
き
る
農
業
の
構
造
を
構
築
し

た
い
。
そ
れ
が
私
た
ち
の
願
い
で
す
」

　

イ
チ
ゴ
な
ど
の
農
作
物
は
、
そ
の
土
地
の
気
候
に

適
し
た
品
種
を
栽
培
す
る
「
適
地
適
作
」
が
原
則
だ
。

し
か
し
近
年
で
は
、
気
候
変
動
や
社
会
変
動
の
影
響

で
、
こ
う
し
た
原
則
を
維
持
す
る
の
が
困
難
に
な
っ

て
き
て
い
る
。
そ
こ
で
生
ま
れ
た
の
が
「
未
来
の
適

地
適
作
」
と
い
う
構
想
だ
と
い
う
。
品
種
改
良
の
技

大
し
て
い
こ
う
と
い
う
若
い
農
家
の
方
々
と
出
会
う

こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
志
あ
る
若
手
農
家
の

成
長
を
支
え
る
た
め
に
も
、
私
た
ち
が
目
指
す
垂
直

統
合
型
で
の
支
援
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
と
考
え
て

い
ま
す
」

農
業
の
未
来
を
拓
く 

農
学
の
社
会
実
装

　

こ
う
し
た
事
業
を
通
し
て
Ｃ
Ｕ
Ｌ
Ｔ
Ａ
が
実
現
し

た
い
の
は
、「『
未
来
の
適
地
適
作
』（
※
７
）
で
生
産

者
と
消
費
者
を
幸
せ
に
す
る
」
こ
と
。
こ
の
ミ
ッ
シ
ョ

ン
に
は
、
起
業
当
初
の
野
秋
さ
ん
の
思
い
も
込
め
ら

れ
て
い
る
。

３
０
０
０
円
の
値
段
が
つ
く
。
専
用
の
輸
出
ル
ー
ト

が
な
い
た
め
リ
ー
ド
タ
イ
ム
（
※
６
）
が
長
く
、
高
価

で
あ
り
な
が
ら
鮮
度
が
落
ち
た
商
品
が
並
ぶ
こ
と
も

あ
る
。
一
方
、
Ｃ
Ｕ
Ｌ
Ｔ
Ａ
が
目
指
す
の
は
、
品
質

の
高
い
イ
チ
ゴ
の
「
近
産
近
消
」。
今
は
マ
レ
ー
シ

ア
で
の
生
産
態
勢
を
整
え
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
販
売

で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。
す
で

に
東
南
ア
ジ
ア
各
国
か
ら
、
Ｃ
Ｕ
Ｌ
Ｔ
Ａ
の
イ
チ
ゴ

を
待
ち
望
む
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。

「
日
本
の
農
作
物
の
品
質
に
対
す
る
信
頼
感
は
高
く
、

期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。
ま
た
、
近
く

で
つ
く
っ
て
近
く
で
売
る
こ
と
で
中
間
コ
ス
ト
が
省

け
る
た
め
、
現
地
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
お
い
て
価
格
適
合

し
や
す
い
。
一
般
的
に
日
本
産
の
農
作
物
を
輸
出
す

る
と
富
裕
層
し
か
手
に
取
れ
な
い
価
格
帯
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
が
、
私
た
ち
は
ミ
ド
ル
ア
ッ
パ
ー
層
に

も
刺
さ
る
よ
う
な
身
近
な
プ
レ
ミ
ア
ム
ブ
ラ
ン
ド
を

つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　

マ
レ
ー
シ
ア
で
の
生
産
を
端
緒
に
グ
ロ
ー
バ
ル
ビ

ジ
ネ
ス
の
道
を
切
り
拓
く
野
秋
さ
ん
。
一
方
で
、
日

本
の
農
業
に
目
を
向
け
て
み
れ
ば
、
担
い
手
不
足
や

輸
入
農
作
物
の
脅
威
な
ど
不
安
要
素
は
少
な
く
な
い
。

野
秋
さ
ん
は
日
本
の
農
業
に
つ
い
て
、
ど
ん
な
ふ
う

に
見
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

「
衰
退
産
業
な
ど
と
言
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

私
は
日
本
の
農
業
に
は
十
分
に
希
望
が
あ
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。
Ｃ
Ｕ
Ｌ
Ｔ
Ａ
は
海
外
だ
け
で
な
く
、
企

業
の
農
業
参
入
支
援
な
ど
も
含
め
日
本
で
の
生
産
も

精
力
的
に
進
め
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
過
程
で
、

経
営
マ
イ
ン
ド
を
持
っ
て
意
欲
的
に
経
営
規
模
を
拡

株
式
会
社
Ｃ
Ｕ
Ｌ
Ｔ
Ａ 

代
表
取
締
役
Ｃ
Ｅ
Ｏ
。
１
９
９
３
年
、
静
岡
県

生
ま
れ
。
東
京
大
学
大
学
院
農
学
生
命
科
学
研
究
科
卒
業
。
研
究
は
ス
マ

ー
ト
農
業
分
野
。
農
業
分
野
へ
の
画
像
解
析
技
術
の
応
用
で
修
士
（
農
学
）

を
取
得
。
在
学
中
に
タ
イ
国
の
農
業
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
、
東
京
都
中
央
卸

売
市
場
、
イ
チ
ゴ
農
家
で
の
業
務
を
通
し
て
グ
ロ
ー
バ
ル
農
業
ビ
ジ
ネ
ス
、

農
業
生
産
、
流
通
を
学
ぶ
。
２
０
１
７
年
に
株
式
会
社
Ｃ
Ｕ
Ｌ
Ｔ
Ａ
を
設

立
。日
本
発
の
プ
レ
ミ
ア
ム
農
作
物
ブ
ラ
ン
ド
の
創
出
を
目
指
す
。「Forbes 

JA
P

A
N

 30 U
N

D
E

R
 30 2023

」（
世
界
を
変
え
る
30
歳
未
満
30
人
）

のS
C

IE
N

C
E

 &
 TE

C
H

N
O

LO
G

Y
 &

 LO
C

A
L

部
門
に
選
出
。

の
あ
き・し
ゅ
う
へ
い

取
材
・
文
／
脇
ゆ
か
り
（
エ
ス
ク
リ
プ
ト
）　

写
真
／
ご
本
人
提
供

交配育種中のイチゴ。植物工場のような人工
環境で育種を進める。従来の交配育種を高速
化しているため、様々な作物への応用が期待
できる。

CULTAが生産を予定しているマレーシア・
キャメロンハイランドの農地。現地の気候に
適した新しい品種でジャパンクオリティに挑
む。

［特集］ 多様な力を結集する

※7 未来の適地適作 ※6 リードタイム
園芸作物には土地の気候に合った作物をつくる「適
地適作」が原則だったが、CULTAは、昨今の気
候変動や社会変動に適応できる「未来の適地適作」
という構想のもとサステナブルな農業を目指す。

発注から納品までの所要時間。例えばシンガポー
ルでは、長いリードタイムを経て届いたイチゴが
高値で販売されている。輸送距離が長く地球環境
への負担も懸念される。



藤
岡 

陽
子　

ふ
じ
お
か 

よ
う
こ

報
知
新
聞
社
に
ス
ポ
ー
ツ
記
者
と
し

て
勤
務
し
た
後
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
に
留

学
。
帰
国
後
、
看
護
師
資
格
を
取
得
。

２
０
０
９
年
、『
い
つ
ま
で
も
白
い
羽

根
』
で
作
家
に
。
最
新
刊
の
『
リ
ラ

の
花
咲
く
け
も
の
み
ち
』
で
第
45
回

（
２
０
２
４
年
）
吉
川
英
治
文
学
新
人

賞
受
賞
。
京
都
在
住
。

広島県

大崎上島

〜広島県大崎上島と大崎クールジェンを訪ねて〜

本
土
か
ら
船
で
大
崎
上
島
町
へ 

観
光
と
は
人
と
人
と
の
繫
が
り

竹
原
港
を
出
発
し
、
大お

お
さ
き
か
み
じ
ま

崎
上
島
を
目

指
す
フ
ェ
リ
ー
か
ら
瀬
戸
内
海
を
眺
め

た
。　　
　

光
を
反
射
し
て
き
ら
き
ら
光
る
海
面

が
、
静
か
に
揺
れ
て
い
る
。

鏡
の
よ
う
だ
、
と
思
っ
た
。

青
緑
色
の
海
面
が
鏡
と
な
っ
て
、
自

分
の
心
を
映
し
出
す
。

（
も
の
す
ご
い
速
度
で
流
れ
て
い
く
日
々

を
、
ほ
ん
の
少
し
の
間
で
い
い
か
ら
止

め
て
ほ
し
い
…
…
）

遠
ざ
か
っ
て
い
く
の
は
本
土
の
景
色

だ
け
で
は
な
く
、
慌
た
だ
し
い
日
常
。

島
旅
へ
の
期
待
が
高
ま
っ
て
い
く
。

30
分
ほ
ど
海
を
渡
り
、
フ
ェ
リ
ー
は

白
水
港
に
着
港
し
た
。
港
か
ら
歩
い
て

数
分
の
所
に
妖
精
が
住
ん
で
い
そ
う
な

前
庭
の
あ
る
「
大
崎
上
島
町
観
光
案
内

所
」
を
見
つ
け
、
中
に
入
っ
て
み
る
。

「
い
ら
っ
し
ゃ
い
」

出
迎
え
て
く
だ
さ
っ
た
の
は
、
大
崎

上
島
町
観
光
協
会
事
務
局
長
の
反そ
り

岡お
か

和

宏
さ
ん
。
観
光
事
務
局
は
反
岡
さ
ん
を

含
め
た
６
人
の
ス
タ
ッ
フ
で
運
営
さ
れ
、

そ
の
全
員
が
島
外
か
ら
の
移
住
者
だ
そ

う
だ
。
写
真
家
で
あ
る
反
岡
さ
ん
を
は

じ
め
、
他
の
ス
タ
ッ
フ
た
ち
も
イ
ラ
ス
ト

レ
ー
タ
ー
、
映
像
ク
リ
エ
ー
タ
ー
、
画

家
、
キ
ャ
ン
ド
ル
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
パ
ン

職
人
な
ど
の
職
業
を
持
ち
な
が
ら
島
の

魅
力
を
発
信
し
て
い
る
と
い
う
。

「
観
光
に
訪
れ
た
方
に
島
の
楽
し
み
方

を
尋
ね
ら
れ
た
ら
、
島
の
人
た
ち
に
挨

拶
を
し
て
み
て
く
だ
さ
い
、
島
の
お
す

す
め
を
聞
い
て
く
だ
さ
い
、
と
伝
え
て

い
る
ん
で
す
。
そ
し
て
ま
た
外
か
ら
来

た
人
に
も
、
島
の
良
さ
を
教
え
て
も
ら

い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

観
光
と
は
人
と
人
と
の
繫
が
り
で
あ

り
、
相
互
関
係
で
成
り
立
っ
て
い
る
、

と
反
岡
さ
ん
は
話
す
。

「
し
ん
ど
い
な
、
と
感
じ
た
時
に
会
い

に
行
く
人
が
い
る
。
疲
れ
た
身
を
置
き

た
い
空
気
が
あ
る
。
島
が
そ
う
い
う
場

所
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
」

観
光
案
内
所
の
二
階
に
は
誰
で
も
利

用
で
き
る
休
憩
所
が
あ
り
、
絵
葉
書
、

キ
ャ
ン
ド
ル
、
写
真
集
な
ど
の
土
産
物

Ｊ
パ
ワ
ー
と
中
国
電
力
が
共
同
で
設
立
し
た
大
崎
ク
ー
ル
ジ
ェ
ン

株
式
会
社
は
、
広
島
県
豊
田
郡
大
崎
上
島
町
の
長
島
に
あ
る
。

瀬
戸
内
の
温
暖
な
気
候
に
恵
ま
れ
、農
業
と
造
船
業
が
盛
ん
な

大
崎
上
島
町
の
大
崎
上
島
、
長
島
を
訪
ね
て
歩
い
た
。

作
家 

藤
岡 

陽
子
／
写
真
家 

か
く
た 

み
ほ

島で生きる、自分を生きる
新しい価値の創造

瀬戸内海のほぼ中央にある大崎上島町。本土と橋で繫がっていない4つの有人島（大崎上島・長島・契島・生野島）と20余りの無人島で構成されている。

竹原市
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が
並
ん
で
い
る
。

壁
一
面
に
大
き
な
ク
ジ
ラ
の
絵
が
描

か
れ
た
パ
ス
テ
ル
カ
ラ
ー
の
空
間
は
、
島

に
漂
う
空
気
そ
の
も
の
で
、
た
だ
そ
こ

に
い
る
だ
け
で
癒
や
さ
れ
る
気
が
し
た
。

資
料
館
を
訪
ね
て
学
ぶ 

島
の
文
化
と
海
の
歴
史

島
の
南
東
に
位
置
す
る
木き

の
え江
地
区
を

歩
い
て
い
る
と
、
船
の
外
観
を
し
た

「
木
江
ふ
れ
あ
い
郷
土
資
料
館
」
が
あ

り
、
入
館
し
て
み
た
。

三
階
建
て
の
館
内
に
は
大
崎
上
島
の

歴
史
や
船
に
関
す
る
資
料
な
ど
が
展
示

さ
れ
、
見
て
回
る
う
ち
に
、
こ
の
島
が

か
つ
て
国
内
荷
物
の
大
量
移
送
の
航
路

で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
く
る
。

江
戸
時
代
末
期
か
ら
、
島
は
海
運
、

造
船
、
塩
田
、
酒
造
な
ど
で
栄
え
、

廻か
い
せ
ん船
問
屋
と
し
て
財
を
成
し
た
豪
商
が

い
た
こ
と
を
知
っ
た
。

東
野
地
区
に
あ
る
「
海
と
島
の
歴
史

資
料
館
」
に
は
廻
船
問
屋
の
豪
商
、
望

月
東
之
助
の
邸
宅
「
大
望
月
邸
」
が
当

時
の
ま
ま
保
存
さ
れ
、
繁
栄
の
歴
史
を

い
ま
に
伝
え
て
い
た
。

島
の
食
文
化
を
支
え
る 

岡
本
醤
油
の
こ
だ
わ
り

大望月邸の軒瓦には家名の「月」が刻まれている。 木江ふれあい郷土資料館の外観はカラフルな船。

白
水
港
の
す
ぐ
そ
ば
に
、
紺
地
の

暖の
れ
ん簾
が
は
た
め
く
家
屋
が
あ
っ
た
。
近

づ
い
て
み
る
と
、
暖
簾
に
は
白
抜
き
の

文
字
で
「
岡
本
醤
油
醸
造
場
」
と
あ

る
。
こ
ち
ら
は
島
で
唯
一
醤
油
づ
く
り

を
し
て
い
る
、
岡
本
醤
油
醸
造
場
株
式

会
社
。

「
こ
ん
に
ち
は
、
お
じ
ゃ
ま
し
ま
す
」

と
暖
簾
を
く
ぐ
る
と
、
岡
本
康
史
社

長
が
出
て
来
て
く
だ
さ
り
、
醤
油
づ
く

り
に
つ
い
て
話
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
。

「
醤
油
づ
く
り
に
お
い
て
う
ち
が
大
切

に
し
て
い
る
の
は
、
し
っ
か
り
と
し
た

原
料
を
使
う
こ
と
。
原
料
か
ら
醸
さ
れ

る
味
を
残
す
こ
と
で
す
」

原
料
の
大
豆
や
小
麦
は
広
島
を
中
心

に
北
海
道
や
北
陸
か
ら
仕
入
れ
、
塩
は

香
川
。
こ
だ
わ
り
抜
い
た
原
料
を
、
温

暖
な
気
候
の
中
で
丁
寧
に
醸
す
天
然
醸

造
は
、
創
業
以
来
変
わ
る
こ
と
が
な
い
。

高
校
卒
業
ま
で
島
で
育
っ
た
岡
本
さ

1
白
水
港
の
そ
ば
に
あ
る
大
崎
上
島
町
観
光
案
内
所
。

2
観
光
案
内
所
を
運
営
し
て
い
る
反
岡
さ
ん
（
右
）
と
ス

タ
ッ
フ
の
方
々
。　

3
木
江
ふ
れ
あ
い
郷
土
資
料
館
に
展
示

さ
れ
て
い
る
船
の
模
型
。　

4
１
８
７
５
年
に
建
築
さ
れ

た
大
望
月
邸
は
「
海
と
島
の
歴
史
資
料
館
」
と
し
て
歴
史
を

伝
え
る
。　

5
木
江
地
区
に
あ
る
か
も
め
館
。　

6
幻

想
的
な
雰
囲
気
が
漂
う
上
組
隧
道
。
旧
東
野
町
と
旧
木
江

町
を
結
ん
で
い
る
。　

7
本
土
と
大
崎
上
島
を
結
ぶ
フ
ェ

リ
ー
。　

8
白
水
港
に
立
つ
水
原
秋
桜
子
句
碑
。

12345678

大崎上島町観光案内所の２階。土産売り場であり、休憩もできる憩いの空間になっている。
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1
醤
油
づ
く
り
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
る
岡
本
さ
ん

（
左
）
と
筆
者
。　

2
島
が
誇
る
伝
統
の
味
、
岡
本
醤
油
。

瀬
戸
内
の
気
候
が
醸
す
風
味
は
全
国
に
広
が
っ
て
い
る
。　

3
１
９
３
４
年
（
昭
和
９
年
）
創
業
の
岡
本
醤
油
。
唯
一

無
二
の
手
づ
く
り
醤
油
が
郷
土
料
理
を
支
え
て
い
る
。　

4
神
峯
園
の
創
業
者
で
あ
る
横
本
正
樹
さ
ん
と
恵
子
さ
ん

ご
夫
婦
。「
夫
婦
は
無
二
の
同
志
で
す
」
と
正
樹
さ
ん
。　

5
神
峯
園
の
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
ジ
ャ
ム
と
マ
ー
マ
レ
ー
ド

ジ
ャ
ム
。
グ
ラ
ニ
ュ
ー
糖
以
外
の
添
加
物
は
入
っ
て
お
ら
ず
、

驚
く
ほ
ど
美
味
し
い
。　

6
神
峯
園
の
ジ
ャ
ム
は
自
宅
併

設
の
加
工
場
で
、
手
作
業
で
一
つ
ず
つ
製
造
さ
れ
て
い
る
。

1

2

3

4

5

6

な
柑
橘
の
町
で
は
あ
る
が
、
ブ
ル
ー
ベ

リ
ー
栽
培
も
盛
ん
だ
と
聞
き
、
神し

ん
ぽ
う
え
ん

峯
園

の
横
本
正
樹
さ
ん
を
訪
ね
て
行
っ
た
。

「
私
が
こ
の
島
で
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
栽
培
を

始
め
た
の
は
48
年
前
の
こ
と
で
す
。
西

日
本
で
は
初
め
て
の
こ
と
で
し
た
」

横
本
さ
ん
が
栽
培
を
始
め
た
１
９
７

６
年
、
世
間
に
は
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
存

在
が
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
３
年
後

の
１
９
７
９
年
に
は
無
事
に
30 

kg
の
果

実
を
収
穫
で
き
た
が
、
買
い
取
っ
て
く

れ
る
業
者
が
な
く
、
途
方
に
暮
れ
た
。

「
広
島
市
内
の
洋
菓
子
店
や
果
物
店
を

回
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
こ
れ
は
な
ん
だ
？　

粒
が
小
さ
い
、
と
断
ら
れ
続
け
ま
し
た
。

で
も
最
後
に
飛
び
込
ん
だ
ア
ン
デ
ル
セ
ン

と
い
う
洋
菓
子
店
が
30 

kg
全
部
買
い

取
っ
て
く
れ
た
ん
で
す
」

横
本
さ
ん
に
話
を
伺
っ
て
い
る
間
に

も
、
土
間
を
改
造
し
た
調
理
室
で
は
妻

の
恵
子
さ
ん
が
レ
モ
ン
を
ジ
ャ
ム
に
す
る

作
業
に
集
中
し
て
い
た
。

調
理
室
を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
く
と

６
個
の
鍋
が
並
び
、
ぐ
つ
ぐ
つ
と
レ
モ
ン

の
皮
を
茹
で
て
い
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
。

「
今
朝
は
５
時
半
か
ら
レ
モ
ン
の
果
実

と
皮
を
分
け
る
作
業
を
し
て
い
ま
す
。

い
ま
は
皮
を
刻
み
、
苦
味
を
抜
く
た
め

に
鍋
で
茹
で
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
」

茹
で
終
え
た
皮
は
果
実
と
合
わ
せ
、

グ
ラ
ニ
ュ
ー
糖
を
加
え
て
再
び
鍋
で
煮
る

と
い
う
。
こ
う
し
た
工
程
を
す
べ
て
手

作
業
で
行
っ
て
い
る
恵
子
さ
ん
。
恵
子

さ
ん
が
ジ
ャ
ム
づ
く
り
を
始
め
た
の
は

１
９
８
１
年
で
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
美
味

し
さ
を
知
っ
て
も
ら
い
用
途
の
可
能
性

を
伸
ば
し
、
夫
の
挑
戦
を
支
え
る
た
め
、

た
っ
た
ひ
と
り
の
ス
タ
ー
ト
だ
っ
た
。

「
い
ろ
い
ろ
苦
労
も
あ
り
ま
し
た
け
ど
、

継
続
は
力
な
り
で
す
」

と
穏
や
か
に
語
る
横
本
さ
ん
。
そ
の

隣
に
は
長
年
連
れ
添
っ
て
き
た
恵
子
さ

ん
が
優
し
く
微
笑
む
。

現
在
、
島
に
は
約
60
軒
の
ブ
ル
ー
ベ

リ
ー
農
家
が
あ
り
、
長
男
・
悠
樹
さ
ん

が
代
表
理
事
を
務
め
る
神
峯
園
は
、
ブ

ル
ー
ベ
リ
ー
を
買
い
取
っ
て
加
工
す
る
製

造
・
販
売
業
を
担
っ
て
い
る
。

島
を
旅
し
て
感
じ
た
の
は
、
こ
の
土

地
で
は
人
の
生
き
方
が
際
立
つ
と
い
う

こ
と
。
迷
い
な
く
、
自
分
は
こ
う
生
き

る
の
だ
と
い
う
潔
さ
が
、
島
で
暮
ら
す

人
々
か
ら
伝
わ
っ
て
き
た
。

大
崎
上
島
の
シ
ン
ボ
ル
で
も
あ
る

神か
ん
の
み
ね
や
ま

峰
山
に
帰
っ
て
い
く
の
か
、
鳥
た
ち

が
鳴
き
な
が
ら
夕
空
を
渡
っ
て
い
く
。

そ
ろ
そ
ろ
島
の
一
日
が
終
わ
ろ
う
と

し
て
い
た
。

ん
だ
が
、
大
学
で
は
県
外
へ
出
た
。
島

を
離
れ
て
初
め
て
「
こ
れ
ま
で
島
で
当

た
り
前
に
食
べ
て
き
た
食
材
が
ど
れ
だ

け
美
味
し
か
っ
た
か
」
を
知
り
、
わ
が

家
で
つ
く
っ
て
い
た
醤
油
の
香
ば
し
さ

に
思
い
を
馳
せ
た
と
い
う
。

「
大
学
で
は
農
学
部
に
所
属
し
、
食
品

や
発
酵
に
関
す
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

大
学
院
に
進
ん
で
か
ら
は
香
り
の
研
究

を
し
て
い
た
ん
で
す
」

大
学
院
を
卒
業
し
た
後
、
家
業
を
継

ぐ
こ
と
を
決
意
。
25
歳
で
島
に
戻
り
、

醤
油
づ
く
り
に
向
き
合
っ
た
。

「
醤
油
は
食
文
化
、
郷
土
料
理
を
形
成

す
る
も
の
で
す
。
島
の
方
た
ち
が
、
う

ち
の
醤
油
じ
ゃ
な
い
と
料
理
が
で
き
な

い
、
そ
う
言
っ
て
く
だ
さ
る
の
が
嬉
し

い
ん
で
す
」

祖
父
・
岩
都
さ
ん
、
父
・
義
弘
さ
ん

か
ら
引
き
継
い
だ
暖
簾
を
、
い
ま
は
弟

の
哲
也
さ
ん
と
と
も
に
守
っ
て
い
る
。

島
内
は
も
ち
ろ
ん
、
島
外
で
も
人
気

を
得
て
い
る
岡
本
醬
油
は
、
こ
れ
か
ら

も
島
の
食
文
化
を
彩
り
続
け
て
い
く
。

西
日
本
初
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
栽
培 

神
峯
園
48
年
間
の
歴
史
と
挑
戦

島
を
巡
っ
て
い
る
と
至
る
所
に
レ
モ
ン

や
み
か
ん
が
木
に
な
っ
て
い
る
。
そ
ん

大崎上島と長島を結ぶ長島大橋。長島に発電所を建設するためにつくられた。
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大
崎
ク
ー
ル
ジ
ェ
ン
が
挑
む 

脱
炭
素
社
会
へ
の
貢
献

大
崎
ク
ー
ル
ジ
ェ
ン
株
式
会
社
で
は
、

革
新
的
低
炭
素
石
炭
火
力
発
電
の
実
現

を
目
指
し
て
、
２
０
０
９
年
の
設
立
以

降
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
行
わ
れ
て
き
た
。

今
回
の
見
学
で
は
そ
の
内
容
や
成
果

に
つ
い
て
、
菊
池
哲
夫
社
長
に
詳
し
く

教
え
て
い
た
だ
い
た
。

「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
２
０
１
２
年
に
開
始

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
第
１
か
ら
第

３
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
証
試
験
が
終
了

し
、
商
用
化
を
待
つ
と
こ
ろ
ま
で
き
て

い
ま
す
」

過
去
12
年
間
に
実
施
さ
れ
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
３
段
階
あ
り
、
ま
ず
第
１

段
階
で
は
石
炭
を
ガ
ス
化
炉
で
ガ
ス
化

し
て
発
電
し
、
経
済
性
を
有
し
た
優
れ

た
発
電
方
式
で
あ
る
こ
と
を
実
証
し
た
。

そ
し
て
第
２
段
階
は
、
ガ
ス
化
ガ
ス

中
の
炭
素
分
を
Ｃ
Ｏ
２
と
し
て
分
離
・
回

収
す
る
装
置
の
実
証
試
験
。
こ
ち
ら
も

90
％
以
上
の
回
収
効
率
を
実
現
。

さ
ら
に
第
３
段
階
と
し
て
第
１
、
第

２
段
階
の
設
備
に
燃
料
電
池
設
備
を
組

み
合
わ
せ
、
発
電
効
率
を
さ
ら
に
ア
ッ

プ
さ
せ
る
実
証
試
験
を
行
い
成
果
を
出

し
た
。

「
２
０
２
3
年
度
か
ら
、
石
炭
に
バ
イ

オ
マ
ス
を
加
え
て
ガ
ス
化
す
る
実
証
試

験
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
」

と
菊
池
社
長
。
脱
炭
素
時
代
に
「
石

炭
の
立
ち
位
置
を
変
え
て
い
く
」
こ
と

が
重
要
だ
と
話
し
て
い
た
だ
く
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
挑
み
続
け
る
重
責
に

つ
い
て
菊
池
社
長
に
尋
ね
る
と
、

「
良
く
も
悪
く
も
一
喜
一
憂
し
な
い
よ

う
に
努
め
て
い
ま
す
」

と
い
う
真
摯
な
言
葉
が
返
っ
て
き
た
。

大
崎
ク
ー
ル
ジ
ェ
ン
で
実
証
し
た
成

果
は
今
後
、
長
崎
県
の
松
島
火
力
発
電

所
で
予
定
さ
れ
る
「
Ｇ
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｉ
Ｓ

松
島
計
画
」
に
移
さ
れ
、
２
０
２
８
年

に
商
用
運
転
が
開
始
さ
れ
る
と
い
う
。

脱
炭
素
社
会
が
声
高
に
唱
え
ら
れ
る

現
代
で
、
ど
う
す
れ
ば
時
代
に
沿
っ
た

発
電
が
実
現
で
き
る
か
。
何
十
年
も
か

け
て
研
究
開
発
し
、
実
証
試
験
を
繰
り

返
す
歩
み
に
希
望
を
感
じ
た
。

大崎上島町の長島に設立された大崎クールジェン。革新的低炭素石炭火力発電の実現を目指すプロジェクトが進められている。

1
大
崎
ク
ー
ル
ジ
ェ
ン
の
概
要
な
ど
が
学
べ
る
モ
ニ
タ
ー
。

2
石
炭
灰
は
ス
ラ
グ
と
し
て
排
出
さ
れ
セ
メ
ン
ト
原
料
等

と
し
て
有
効
利
用
さ
れ
る
。　

3
バ
イ
オ
マ
ス
混
合
ガ
ス

化
試
験
に
使
用
さ
れ
る
ブ
ラ
ッ
ク
ペ
レ
ッ
ト
。　

4
排
ガ
ス

中
の
炭
素
分
を
二
酸
化
炭
素
と
し
て
回
収
す
る
二
酸
化
炭
素

分
離
回
収
設
備
。　

5
排
ガ
ス
の
中
の
不
純
物
を
除
去
す

る
ガ
ス
精
製
設
備
。　

6
水
素
リ
ッ
チ
ガ
ス
を
燃
料
と
し

て
発
電
す
る
燃
料
電
池
設
備
。　

7
空
気
を
酸
素
と
窒
素

に
分
離
す
る
空
気
分
離
設
備
。　

8
屋
内
貯
炭
設
備
。

大崎クールジェン株式会社 
設　立：2009年7月
所在地：広島県豊田郡大崎上島町中野
出資企業：中国電力株式会社
　　　　　 J-POWER（各50％）

高効率な発電を実現する複合発電設備。プロジェクトの指揮をとる菊池社長（右）と筆者。石炭ガス化設備（左）と長島のシンボル的な煙突。
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CO₂貯留地

ミルメラン石炭火力発電所

ブリスベン

クイーンズランド州

所在地：オーストラリア国クイーンズ
ランド州ダーリングダウンズ

発電所名：ミルメラン石炭火力発電所

出力：8.4 万 kW

参加企業：	Glencore PLC
	 J-POWER
	 丸紅株式会社

貯留開始：2025 年（予定）

シドニー

CO₂ 圧入・貯留地点でのボーリング調査の様子。

Australia

豪
州
初
と
な
る
石
炭
火
力
由
来
Ｃ
Ｃ
Ｓ
実
証

Ｊ
パ
ワ
ー
は
１
９
８
１
年
、
日
本
へ
の
石
炭
安
定
供
給
の

た
め
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
に
現
地
法
人J-PO

W
ER

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
設
立
し
、
同
国
内
の
炭
鉱
へ
の
投
資
を

行
っ
て
き
た
。
ま
た
、
揚
水
や
風
力
な
ど
の
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
事
業
に
も
参
画
し
、
現
地
へ
の
電
力
供
給
で
貢
献
す

る
ほ
か
、
安
価
な
褐
炭
を
利
用
し
た
水
素
生
産
の
実
証
実

験
に
も
参
加
し
、
同
国
と
良
好
な
関
係
を
築
い
て
き
た
。

今
回
紹
介
す
る
の
は
、
現
在
、
Ｊ
パ
ワ
ー
が
大
手
資
源

会
社
グ
レ
ン
コ
ア
社
（
ス
イ
ス
国
）、
丸
紅
株
式
会
社
（
日

本
）
と
共
同
で
進
め
て
い
る
「
Ｃ
Ｔ
Ｓ
Ｃ
ｏ
お
よ
び
Ｃ
Ｃ
Ｓ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」。
既
存
の
石
炭
火
力
発
電
所
か
ら
Ｃ
Ｏ₂

を
回
収
し
、
地
中
に
貯
留
す
る
ま
で
の
技
術
検
証
を
目
的

と
し
た
実
証
事
業
だ
。
Ｊ
パ
ワ
ー
で
本
事
業
を
担
当
す
る

国
際
営
業
部
開
発
営
業
室
先
進
エ
ネ
ル
ギ
ー
タ
ス
ク 

浅
野 

岳
さ
ん
に
お
話
を
聞
い
た
。

「
本
Ｃ
Ｃ
Ｓ
（
Ｃ
Ｏ
²の
回
収
・
貯
留
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

発
電
所
の
排
ガ
ス
か
ら
Ｃ
Ｏ
²を
取
り
だ
し
、
直
接
地
中
に

埋
め
て
し
ま
う
た
め
、
Ｃ
Ｏ
²を
削
減
す
る
キ
ー
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
の
一
つ
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は

石
油
や
天
然
ガ
ス
増
産
の
た
め
に
油
田
の
井
戸
に
圧
入
す

る
も
の
や
、
枯
渇
油
田
を
利
用
し
た
も
の
な
ど
が
知
ら
れ

て
い
ま
す
。
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
よ
う
に
発
電
所
排
ガ

ス
Ｃ
Ｏ
²を
新
規
の
土
地
で
貯
留
だ
け
を
、
し
か
も
海
洋

や
海
岸
線
で
は
な
く
、
陸
地
で
行
う
の
は
、
豪
州
で
は
初

め
て
の
試
み
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
」

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
現
在
、
日
本
で
い
う
環
境
影
響
調

査
報
告
を
行
い
、
州
か
ら
の
許
認
可
を
待
っ
て
い
る
段
階

だ
。
そ
も
そ
も
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
が
Ｃ
Ｃ
Ｓ
技
術
に
積

極
的
な
背
景
に
は
、
石
炭
産
業
が
同
国
の
雇
用
や
輸
出
、

発
電
な
ど
で
大
き
な
ウ
ェ
イ
ト
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。

「
今
回
、
実
証
事
業
を
行
う
ミ
ル
メ
ラ
ン
石
炭
火
力
発
電

所
は
、
ブ
リ
ス
ベ
ン
か
ら
西
に
約
２
０
０
㎞
の
と
こ
ろ
に
あ

り
、
そ
こ
で
Ｃ
Ｏ
²を
回
収
し
、
さ
ら
に
西
へ
約
１
０
０
㎞

離
れ
た
牧
場
エ
リ
ア
内
に
Ｃ
Ｏ
²
を
輸
送
し
て
地
中
に
圧

入
・
貯
留
す
る
計
画
で
す
」

貯
留
地
点
は
、
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
等
に
よ
っ
て
、
約
２

㎞
下
に
水
を
通
さ
な
い
不
透
水
層
と
Ｃ
Ｏ
²を
貯
留
で
き

る
砂
岩
層
が
あ
る
こ
と
等
を
確
認
済
み
。
設
備
の
メ
ー
カ
ー

選
定
な
ど
も
終
わ
り
、
許
可
が
下
り
れ
ば
す
ぐ
に
設
備
の

建
設
が
始
め
ら
れ
る
と
い
う
。

２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
目
指
し
て

国
際
営
業
部
に
在
籍
し
て
い
る
浅
野
さ
ん
は
、
同
時
に

Ｊ
パ
ワ
ー
の
組
織
横
断
的
な
「
水
素
・
Ｃ
Ｃ
Ｓ
特
命
ラ
イ

ン
」の
メ
ン
バ
ー
。
こ
の
特
命
ラ
イ
ン
は
、
Ｃ
Ｏ
²フ
リ
ー
水

素
の
製
造
・
供
給
、
お
よ
び
発
電
利
用
を
迅
速
か
つ
効
率

的
に
具
体
化
す
る
た
め
の
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
。
Ｊ
パ
ワ
ー
が

持
つ
石
炭
ガ
ス
化
技
術
を
用
い
て
安
価
に
水
素
を
つ
く
り

出
し
、
２
０
５
０
年
に
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
と
水
素
社

会
の
実
現
を
目
指
すJ-PO

W
ER 

"BLU
E M
ISSIO

N
 

2050

"
を
具
体
的
に
進
め
る
実
働
部
隊
だ
。
浅
野
さ
ん
は

今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
得
た
知
見
を
、
こ
れ
か
ら
の
様
々

な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
活
か
し
た
い
と
語
る
。

「
実
際
の
圧
入
や
設
備
稼
働
の
実
績
デ
ー
タ
が
取
れ
る
の

で
、
そ
う
し
た
知
見
を
こ
れ
か
ら
の
Ｃ
Ｃ
Ｓ
開
発
に
活
か

し
て
い
き
た
い
。
そ
し
て
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
と
水
素

社
会
の
早
期
の
実
現
に
貢
献
し
た
い
と
思
い
ま
す
」

1 CO₂ 圧入・貯留地点は、地平線まで何もない平原の先に。　 2 CO₂ 圧入・貯留地点にあるバルブ。　 3 クイーンズランド州の州都ブリスベンは近代的な都会。　 4

実証実験を行うミルメラン石炭火力発電所の全景。　 5 地下 2km からボーリングで採りだした砂岩。　 6 現地視察メンバー。一番右が浅野さん。　 7 CO₂ 圧入・貯

留地点は、広大な牧場の中にある。　 8 地点最寄りドライブインでの一般的な食事。

石炭火力発電所由来のCCS実証事業へ参画

5

1

678

23

4 CTSCoおよびCCSプロジェクト  CTSCo Carbon Capture and Storage Project

オーストラリア連邦 Vol.1
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取
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泉

◀    奈良県吉野郡下北山村  ▶

池原発電所・ダム

紀
伊
半
島
中
央
を
南
へ
下
る
熊
野
川
流

域
は
、
急
峻
な
地
形
と
豊
か
な
水
量
を
活

か
し
た
水
力
発
電
の
好
適
地
だ
。
そ
の一
方

で
風
光
明
媚
な
観
光
地
で
も
あ
る
た
め
、

発
電
設
備
に
は
利
水
と
治
水
両
面
か
ら
き

め
細
か
な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
。

そ
の
熊
野
川
の
支
流
・
北
山
川
に
あ
る

池
原
発
電
所
は
今
年
、
運
転
開
始
60
周

年
を
迎
え
る
。
最
大
出
力
35
万
kW
の
大
規

模
水
力
で
、
需
要
の
少
な
い
時
間
帯
に
下

流
の
七
色
調
整
池
か
ら
水
を
汲
み
上
げ
て

随
時
発
電
に
再
利
用
す
る
揚
水
機
能
が
あ

る
の
も
特
長
だ
。

「
私
た
ち
土
木
職
の
役
目
の
一
つ
は
水
力
発

電
設
備
の
保
守
管
理
だ
け
で
な
く
、
流
域

全
体
の
気
象
状
況
な
ど
を
常
時
監
視
す
る

こ
と
で
す
。
特
に
台
風
が
近
づ
く
と
進
路
や

降
雨
量
な
ど
を
予
測
し
、
事
前
放
流
に
よ

り
空
き
容
量
を
確
保
、
ダ
ム
放
流
量
を
低

減
し
て
下
流
域
へ
の
影
響
を
最
少
限
に
と
ど

め
る
よ
う
最
善
の
手
段
を
講
じ
ま
す
」

そ
う
語
る
の
は
角
野
淳
也
さ
ん
。
入
社

か
ら
17
年
の
大
半
を
水
力
部
門
で
過
ご
し

て
き
た
。

「
流
域
の
皆
さ
ん
の
北
山
川
・
熊
野
川
へ

の
愛
着
は
格
別
で
、
ま
ず
地
域
の
理
解
を

得
る
こ
と
か
ら
仕
事
が
始
ま
る
と
言
っ
て
も

過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
末
永
く
『
良
い

北
山
川
・
熊
野
川
』
を
保
と
う
︱
︱
そ
れ

が
合
言
葉
で
す
」

そ
し
て
今
、
次
の
50
年
を
見
据
え
て
決

意
す
る
の
は
、
水
力
発
電
を
よ
り
進
化
さ

せ
、
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
も
貢
献
す
る

こ
と
だ
。

「
揚
水
発
電
が
可
能
な
当
発
電
所
は
、
す

で
に
電
力
供
給
の
調
整
役
と
し
て
機
能
し

て
い
ま
す
。
今
後
、
再
エ
ネ
の
構
成
比
が

増
す
中
で
効
果
的
に
運
用
し
、
電
力
安
定

供
給
に
寄
与
し
て
い
き
ま
す
」

「
末
永
く『
良
い
北
山
川
・
熊
野
川
』を
保
ち

電
力
網
を
支
え
る
水
力
に
進
化
を
。」

1 ダムの天端（手前側）と洪水吐（奥側）

を分離して、ダム放流時の下流域への影響

範囲を低減する工夫がなされている。　 2

洪水吐の耐震裕度を高めるため、門柱に鉄

筋を多数埋め込んでいる。　 3 耐震裕度向

上の進捗を精密にチェック。同様の工事は

運転開始以降で初という。　 4 ダム堤体は貯

水量や季節変動で「たわみ」が生じるため、

0.1mm 精度で定期測定する。　 5 流域３発

電所の業務をカバーするには、土木担当者

間の密な連携が欠かせない。

■ 

Ｊ
パ
ワ
ー
西
日
本
支
店 

北
山
川
電
力
所 　

角
野 

淳
也
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な が お か 　 り な
1990年、 三 重 県 尾 鷲 市 生ま
れ。株式会社おてつたび代表取
締役 CEO。千葉大学卒業後、
PR・プロモーションイベント企
画制作会社に勤務。農林水産省
との和食推進事業の立ち上げを
経て独立。「いい地域、いい物、
良い地域がしっかり評価される
世 界 をつくりたい 」と思 い、
2018年7月におてつたびを創
業。
http://otetsutabi.com/ 

P34 右下／開業時は、永岡さん自ら
おてつたびに同行。群馬県吾妻郡長
野原町 川原湯温泉　山木館での一
枚。

上右／オフィスで。「仕事のために
は、真摯に人間関係をつくることが
大切。スタッフはもちろん、各地の
事業者、自治体、農協、大学などと
の連携の大切さを実感しています」
と永岡さん。

上中／山形県西村山郡西川町「山菜
料理出羽屋」にて。おてつたびは、
季節によって人手が必要となる農業
や観光業との相性がよい。

上左／パソコンに貼ったリュックの
ロゴマークには、多くの人に、居住
地と出身地以外に好きな地域をつ
くってほしいという思いが込められ
ている。

取材・文／ひだい ますみ

写真／竹見 脩吾

p ro f i l e

R I N A  N A G A O K A

「お手伝い」×「旅」で「おてつたび」。

おてつびと（参加者）は旅先で報酬を得ながら働き、

空き時間に旅を楽しむことができる。

一方、受け入れ側事業者は、旅を切り口にすることで

繁忙期に人材を集められる。

このユニークな仕組みをつくった女性とは？

地域活性が切り口の新しい旅を

株 式 会 社 お て つ た び 代 表 取 締 役 C E O 　 　永 岡 里 菜

高
齢
化
や
人
手
不
足
に
悩
む
地
域
と
、

働
き
な
が
ら
旅
を
楽
し
み
た
い
人
を
つ

な
ぐ
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
「
お
て
つ

た
び
」。
そ
の
生
み
の
親
が
株
式
会
社
お

て
つ
た
び
代
表
取
締
役
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
永
岡

里
菜
さ
ん
だ
。

「
私
の
故
郷
、
三
重
県
尾
鷲
市
は
漁
業

や
林
業
が
盛
ん
で
、
景
色
が
美
し
く
、

人
の
心
も
温
か
い
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
地

域
で
す
。
で
も
、
観
光
名
所
が
な
く
、

知
名
度
は
高
く
あ
り
ま
せ
ん
。
実
際
に

来
て
も
ら
え
た
ら
、
魅
力
を
理
解
し
て

も
ら
え
る
は
ず
で
、
そ
う
い
う
場
所
が

全
国
に
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
」

「
ど
こ
、
そ
こ
？
」
と
言
わ
れ
る
地
域

に
足
を
運
ん
で
も
ら
う
に
は
ど
う
す
れ

ば
い
い
の
か
。
日
本
各
地
の
訪
問
先
で

仕
事
を
手
伝
っ
た
体
験
か
ら
、
永
岡
さ

ん
は
「
お
手
伝
い
」
と
「
旅
」
の
掛
け

合
わ
せ
を
考
案
し
た
。

「
参
加
者
は
、
お
手
伝
い
の
報
酬
が
得

ら
れ
ま
す
か
ら
、
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
旅

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
人
と
深

く
関
わ
る
た
め
、
新
し
い
体
験
や
出
会

い
、
そ
の
後
の
交
流
な
ど
で
世
界
が
広

が
り
ま
す
。
実
際
に
、『
人
生
が
変
わ
っ

た
』
と
い
う
う
れ
し
い
声
も
あ
り
ま
す
」

地
域
に
移
住
を
決
め
た
人
、
縁
あ
っ

て
嫁
い
だ
人
…
…
、
思
わ
ぬ
良
縁
を
紡

ぐ
事
例
も
増
え
て
い
る
。

農
業
や
観
光
業
な
ど
繁
忙
期
の
あ
る

事
業
と
相
性
の
よ
い
お
て
つ
た
び
。
受

け
入
れ
先
か
ら
も
「
人
手
不
足
の
解
消

に
な
っ
た
」、「
仕
事
を
考
え
直
す
刺
激

を
受
け
た
」
な
ど
と
好
評
だ
。

「
お
て
つ
た
び
が
、
地
域
の
高
齢
化
や

過
疎
化
対
策
の
一
助
に
な
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。
百
年
続
く
、
地
域
の

イ
ン
フ
ラ
に
な
り
た
い
の
で
す
」

次
世
代
に
「
ふ
る
さ
と
」
を
残
す
べ

く
、
永
岡
さ
ん
の
奮
闘
が
続
い
て
い
る
。
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ワタナベ鯉のぼりのショールームで。
手描き本染めの手法の用いた「天」の青鯉を手に持つ
渡辺要市さん。

江
戸
時
代
か
ら
続
く 

伝
統
の
染
色
技
術
を
守
る

　

端
午
の
節
句
に
鯉
の
ぼ
り
を
揚
げ
る
行
事
の

起
源
は
江
戸
時
代
に
遡
る
。
武
士
の
家
で
男
児

の
出
世
を
願
っ
て
馬
印
や
幟の
ぼ
り
を
揚
げ
て
い
た
の
を

真
似
て
、
町
人
た
ち
が
鯉
を
描
い
た
幟
を
揚
げ

る
よ
う
に
な
っ
た
の
が
鯉
の
ぼ
り
の
始
ま
り
と
い
う
。

鯉
は
中
国
の
登
龍
門
伝
説
「
鯉
が
滝
を
登
り
き
る
と

龍
に
な
る
」
か
ら
、
立
身
出
世
の
象
徴
。
初
め
は
和

紙
で
つ
く
ら
れ
た
が
、
大
正
時
代
に
は
木
綿
の
布

で
つ
く
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
が
現
代
ま
で
伝

わ
っ
て
い
る
。

「
時
代
に
よ
っ
て
、
鯉
の
ぼ
り
の
あ
り
方
も
変
わ
っ

て
き
ま
し
た
」

　

そ
う
語
る
の
は
、
愛
知
県
岡
崎
市
に
あ
る
ワ
タ
ナ

ベ
鯉
の
ぼ
り
株
式
会
社
代
表
取
締
役
社
長
の
渡
辺
要

市
さ
ん
。
同
社
は
１
９
０
４
年
（
明
治
37
年
）
創
業
、

今
年
で
創
業
１
２
０
周
年
を
迎
え
る
老
舗
の
鯉
の
ぼ

り
メ
ー
カ
ー
だ
。

「
初
期
の
鯉
の
ぼ
り
は
真
鯉
を
１
匹
だ
け
揚
げ
る
も

の
で
し
た
が
、
今
で
は
真
鯉
だ
け
で
な
く
、
母
親
を

表
す
緋
鯉
や
、
子
ど
も
た
ち
を
表
す
青
鯉
、
緑
鯉
な

ど
、
家
族
の
人
数
分
を
揚
げ
る
方
も
い
ま
す
。
江
戸

時
代
の
よ
う
に
男
児
の
出
世
を
願
う
だ
け
で
な
く
、

戦
後
は
男
女
を
問
わ
ず
子
ど
も
の
成
長
を
願
う
よ
う

に
な
り
、
さ
ら
に
最
近
は
家
族
全
員
の
健
康
や
仲
の

良
さ
、
家
族
愛
を
祈
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
と
思
い

ま
す
」

　

渡
辺
さ
ん
は
ワ
タ
ナ
ベ
鯉
の
ぼ
り
の
３
代
目
。
同

社
は
、
渡
辺
さ
ん
の
祖
父
が
名
古
屋
市
で
幟
旗
の
工

ワタナベ鯉のぼり株式会社
代表取締役社長　渡辺要市さん

右／ワタナベ鯉のぼりのフラッグシップ「天」5色・吹流セット。手描き
本染めの伝統工芸品（写真：ワタナベ鯉のぼり提供）。
左上／ポールが不要な「イージー鯉のぼりセット」（写真：ワタナベ鯉の
ぼり提供）。
左下／お座敷セットやオリジナルの名前が入れられる命名旗なども。

房
と
し
て
創
業
、
１
９
１
２
年
（
大
正
元
年
）
に
生

ま
れ
故
郷
で
あ
る
岡
崎
市
に
移
転
し
て
き
た
。
岡
崎

市
周
辺
は
江
戸
時
代
か
ら
の
木
綿
産
地
で
、
こ
の
当

時
木
綿
で
つ
く
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
鯉
の
ぼ
り
の

製
造
業
者
が
こ
の
地
に
集
ま
っ
て
い
た
と
い
う
。

　

同
社
が
創
業
か
ら
受
け
継
い
で
き
た
伝
統
の
染
色

技
法
が「
か
な
め
染
」。
友
禅
染
め
の
流
れ
を
汲
む
染

色
技
術
で
、
以
下
の
よ
う
な
手
順
で
行
わ
れ
る
。

❶	�

筒
引
き　
米
粉
と
ぬ
か
を
混
ぜ
た“
の
り
”
を
用

い
て
、
木
綿
の
生
地
に
下
絵
を
描
く
。
の
り
を
付

け
た
と
こ
ろ
が
完
成
時
に
白
く
残
る
。

❷	�

色
付
け　
顔
料
を
決
ま
っ
た
場
所
に
置
い
て
布
を

染
め
る
。

❸	�

ぼ
か
し　
2
つ
の
色
を
使
い
、
濃
淡
を
出
し
な
が

ら
、
き
れ
い
な
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
を
つ
け
る
。
職

人
の
技
が
も
っ
と
も
発
揮
さ
れ
る
工
程
。

❹	�

水
洗
い　

生
地
を
水
に
入
れ
て
、
の
り
を
落
と

す
。
昔
は
岡
崎
市
内
を
流
れ
る
砂
川
で
行
っ
て
い

た
が
、
現
在
は
工
場
内
の
水
槽
で
行
う
。

❺	�

乾
燥　
洗
っ
た
布
を
天
日
干
し
に
す
る
。「
紫
外
線

に
当
て
る
と
色
が
輝
く
」と
渡
辺
さ
ん
は
言
う
。

❻	�

縫
製　
布
を
縫
い
合
わ
せ
、
鯉
の
ぼ
り
の
形
に
つ

ワタナベ鯉のぼり株式会社 愛知県岡崎市

鯉
の
ぼ
り
で
世
界
を
元
気
に

5
月
5
日
の
こ
ど
も
の
日
が
近
づ
い
て
き
た
。

清
々
し
い
初
夏
の
空
に

鯉
の
ぼ
り
が
泳
ぐ
姿
を
見
る
と

心
が
晴
れ
ば
れ
と
す
る
人
も
多
い
こ
と
だ
ろ
う
。

伝
統
の
染
色
技
術
を
守
り
な
が
ら
、

時
代
に
合
わ
せ
た
新
し
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
続
け
る

老
舗
の
鯉
の
ぼ
り
メ
ー
カ
ー
を

愛
知
県
に
訪
ね
た
。

匠
の
新
世
紀
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く
り
あ
げ
る
。
こ
の
あ
と
、
部
品
な
ど
を
取
り
付

け
て
完
成
。

　

こ
の
手
法
で
つ
く
ら
れ
る“
手
描
き
本
染
め
”
の

鯉
の
ぼ
り
は
年
間
３
０
０
本
ほ
ど
。
武
将
の
姿
を
描

い
た
武
者
絵
幟
も
３
０
０
本
で
、
ど
ち
ら
も
限
定
生

産
だ
。
同
社
の
生
産
量
の
中
で
は
１
割
に
も
満
た
な

い
が
、
渡
辺
さ
ん
は「
こ
の
伝
統
を
こ
れ
か
ら
も
守
っ

て
い
き
た
い
」と
語
る
。

　

２
０
２
１
年
に
は
、
人
形
・
幟
旗
類
・
雪ぼ
ん
ぼ
り洞

な
ど

の「
名
古
屋
節
句
飾
」が
国
の
伝
統
的
工
芸
品
に
指
定

さ
れ
、
ワ
タ
ナ
ベ
鯉
の
ぼ
り
の
鯉
の
ぼ
り
や
武
者
絵

幟
も
晴
れ
て
伝
統
的
工
芸
品
と
認
め
ら
れ
、
さ
ら
に

同
社
の
３
名
の
職
人
が
伝
統
工
芸
士
に
認
定
さ
れ
た
。

伝
統
を
守
る
た
め
に
は 

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
続
け
る
こ
と

　

ワ
タ
ナ
ベ
鯉
の
ぼ
り
で
は
、
伝
統
技
法
の「
か
な

め
染
」
を
活
か
し
た
イ
ン
テ
リ
ア
雑
貨
な
ど
コ
ン
パ

ク
ト
な
製
品
も
揃
え
る
一
方
、
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
製

品
を
求
め
る
顧
客
用
に
、
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
や
ナ
イ
ロ

ン
な
ど
の
合
成
繊
維
製
の
鯉
の
ぼ
り
も
揃
え
て
い

る
。
こ
う
し
た
製
品
に
は
、
大
量
生
産
に
適
し
た
型か
た

を
使
っ
て
手て

捺な

染せ
ん

で
プ
リ
ン
ト
す
る
染
色
を
行
っ
て

い
る
。
実
際
に
は
こ
う
し
た
製
品
が
同
社
の
売
り
上

げ
の
７
〜
８
割
を
占
め
る
。

　

渡
辺
さ
ん
は「
伝
統
を
守
る
に
は
、
従
来
と
同
じ

こ
と
を
や
っ
て
い
て
は
守
れ
な
い
」と
語
る
。

「
常
に
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し
て
い
く
こ
と
が
伝
統

を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
」

　

マ
ン
シ
ョ
ン
住
ま
い
が
増
え
た
こ
と
や
、
一
軒
家

1.	夏の晴れた日に天日干しに。

2.	のりで下絵を描く「筒引き」。職人がフリーハンドで伝統の絵柄を描く。

3.	下絵の線からはみ出さないように染料を塗る「色付け」（以上写真3点：ワタナベ鯉のぼり提供）。

で
も
鯉
の
ぼ
り
が
揚
げ
に
く
い
状
況
が
増
え
て
い
る

こ
と
に
対
応
し
、
同
社
で
は
多
様
な
製
品
を
開
発
、

販
売
し
て
い
る
。

　

例
え
ば
、
軒
先
か
ら
ロ
ー
プ
を
張
っ
て
飾
れ
る
お

手
軽
な
鯉
の
ぼ
り
や
小
さ
な
庭
や
ベ
ラ
ン
ダ
で
も
楽

し
め
る
コ
ン
パ
ク
ト
タ
イ
プ
、
室
内
に
飾
れ
る
置
物

タ
イ
プ
な
ど
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
豊
富
だ
。
天
井
か

ら
つ
り
下
げ
、
ブ
ラ
ブ
ラ
揺
れ
る
の
が
楽
し
い「
モ

ビ
ー
ル
鯉
の
ぼ
り
」
も
発
売
す
る
な
ど
、
毎
年
の
よ

う
に
新
製
品
を
提
案
し
て
い
る
。

　

同
社
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
、
商
品
開
発
だ
け
で

は
な
く
、
製
造
や
販
売
で
も
行
わ
れ
て
い
る
。
例
え

ば
、
鯉
の
ぼ
り
や
武
者
絵
幟
の
デ
ザ
イ
ン
を
パ
ソ
コ

ン
に
読
み
込
み
、
絵
柄
を
布
に
直
接
プ
リ
ン
ト
し
た

り
、
パ
ソ
コ
ン
上
の
文
字
を
ミ
シ
ン
で
刺
繍
し
た
り

す
る
な
ど
、
小
ロ
ッ
ト
生
産
に
対
応
し
た
手
法
も
取

り
入
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
個
別
の
オ
ー
ダ
ー
メ

イ
ド
に
も
対
応
で
き
る
。
さ
ら
に
、
一
昨
年
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
大
幅
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
Ｅ
Ｃ
サ
イ

ト
（
ネ
ッ
ト
通
販
）
も
充
実
さ
せ
た
。

「
昔
は
問
屋
を
通
し
て
、
日
本
各
地
の
人
形
店
に
商

品
を
卸
し
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
人
形
店
へ
の
直

販
や
ネ
ッ
ト
販
売
が
主
流
に
な
っ
て
き
ま
し
た
」

　

顧
客
の
要
望
が
ダ
イ
レ
ク
ト
に
伝
わ
る
こ
と
で
、

そ
れ
に
適
応
し
た
丁
寧
な
個
別
対
応
が
求
め
ら
れ
て

い
る
の
だ
。

子
ど
も
の
数
が
減
る
中 

様
々
な
要
望
に
対
応
し
て
進
化

　

第
２
次
世
界
大
戦
後
の
鯉
の
ぼ
り
の
需
要
は
、
子小学生に手軽に染色を体験してもらうための「ミニ手ぬぐいキット」

（写真：ワタナベ鯉のぼり提供）。

ワ
タ
ナ
ベ
鯉
の
ぼ
り
株
式
会
社

愛
知
県
岡
崎
市
に
あ
る
１
９
０
４
年
創
業
の
鯉
の
ぼ
り
メ
ー
カ
ー
。
江

戸
時
代
か
ら
伝
わ
る
手
描
き
本
染
め
の
「
か
な
め
染
」
の
技
を
守
り
な

が
ら
、
様
々
な
鯉
の
ぼ
り
、
の
ぼ
り
旗
を
つ
く
っ
て
い
る
。
か
な
め
染
は

国
の
伝
統
的
工
芸
品
の
指
定
を
受
け
た
名
古
屋
節
句
飾
の
一
つ
で
、
同

社
に
は
３
人
の
伝
統
工
芸
士
が
い
る
。

https://w
atanabe-koinobori.jp

/

２
３
５
セ
ッ
ト
を
贈
り
、
多
く
の
被
災
者
が
元
気
づ

け
ら
れ
た
。

「
鯉
の
ぼ
り
に
は
人
々
を
元
気
に
す
る
力
が
あ
る
」

と
渡
辺
さ
ん
は
語
る
。

　

世
界
的
に
も
珍
し
い
鯉
の
ぼ
り
は
海
外
か
ら
の
観

光
客
に
も
好
評
だ
。
昨
年
12
月
に
は
海
外
向
け
に
英

語
の
ペ
ー
ジ
も
作
成
し
た
。

「
こ
れ
か
ら
は
海
外
に
も
鯉
の
ぼ
り
を
売
っ
て
世
界

を
元
気
に
し
て
い
き
た
い
」
と
渡
辺
さ
ん
は
意
気
軒

昂
だ
。

ど
も
の
数
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
て
き
た
。

　

終
戦
後
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
が
起
こ
り
、
子
ど
も
の

数
が
急
増
、
戦
時
中
は
休
業
し
て
い
た
ワ
タ
ナ
ベ
鯉

の
ぼ
り
も「
子
ど
も
や
孫
の
た
め
に
鯉
の
ぼ
り
を
つ

く
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
客
の
要
望
に
応
え
、
製
造

を
再
開
し
た
。
１
９
４
８
年
に
は
国
民
の
祝
日
が
制

定
さ
れ
、
５
月
５
日
が「
こ
ど
も
の
日
」
と
定
め
ら

れ
た
こ
と
で
男
児
だ
け
で
な
く
女
児
も
鯉
の
ぼ
り
で

お
祝
い
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
需
要
は
高
度
経
済

成
長
期
に
急
激
に
増
加
し
て
い
く
。

　

１
９
６
０
年
代
後
半
に
は
雨
に
濡
れ
て
も
平
気
な

合
成
繊
維
の
鯉
の
ぼ
り
が
登
場
、
同
社
も
い
ち
早
く

こ
れ
に
対
応
し
た
。
渡
辺
さ
ん
が
大
学
を
卒
業
し
て

同
社
に
入
社
し
た
の
は
１
９
７
２
年
。
ま
だ
ま
だ
鯉

の
ぼ
り
業
界
が
元
気
な
頃
だ
っ
た
。

　

１
９
９
０
年
代
に
な
る
と
、
少
子
化
が
顕
著
に
な

り
、
鯉
の
ぼ
り
の
需
要
も
減
り
始
め
た
。
ち
ょ
う
ど

そ
の
頃
、
渡
辺
さ
ん
は
日
本
鯉
の
ぼ
り
協
会
の
会
長

に
な
る
。
最
初
に
や
っ
た
の
は
、
鯉
の
ぼ
り
の
規
格

を
統
一
す
る
こ
と
だ
っ
た
と
い
う
。

「
そ
れ
ま
で
は
メ
ー
カ
ー
に
よ
っ
て
矢
車
や
回
転

球
、
ポ
ー
ル
な
ど
部
品
の
規
格
が
違
っ
て
い
た
の
で
、

お
客
さ
ん
は
、
違
う
メ
ー
カ
ー
の
も
の
を
買
う
と
き

ち
ん
と
は
ま
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
起
き
て
い
ま
し

た
」

　

そ
こ
で
、
各
社
の
規
格
を
統
一
、
ど
の
メ
ー
カ
ー

の
も
の
を
購
入
し
て
も
ぴ
っ
た
り
は
ま
る
よ
う
に
し

た
。
そ
れ
は
需
要
が
減
る
中
、
協
会
で
協
力
し
あ
い
、

鯉
の
ぼ
り
の
文
化
を
守
っ
て
い
こ
う
と
い
う
意
思
表

示
で
も
あ
っ
た
。

　

２
０
１
１
年
３
月
に
起
こ
っ
た
東
日
本
大
震
災
に

際
し
、
日
本
鯉
の
ぼ
り
協
会
は
被
災
地
に
鯉
の
ぼ
り

4.	2色の染料できれいなグラデーションをつける「ぼかし」（写
真：ワタナベ鯉のぼり提供）。 

5.	染め終わった布を縫い合わせる「縫製」。 

6.	ピンクの鯉は女児用。

7.	武者絵幟は江戸時代から続く伝統工芸品（写真：ワタナベ
鯉のぼり提供）。

8.	同社の武者絵幟はすべて手描き本染めの伝統技法で作成
される（写真：ワタナベ鯉のぼり提供）。

取材・文／豊岡 昭彦　写真／斎藤 泉
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J-POWER NEWS

J-POWERとElectricity Generating 
Public Company Limited（以下、エグコ
社）が共同で出資している発電事業会
社であるEGCO Cogeneration Company 
Limited（以下、エグコ・コジェン社）が
タイ国で進めてきたエグコ・コジェン 
ガスコジェネレーション発電所の設備
更新工事が竣工し、2024年1月28日に営
業 運 転 を 開 始 し まし た 。本 件 は 、
J-POWERが同国で初めて実施した設備
更新事業です。

エグコ・コジェン ガスコジェネレーション発電所 営業運転開始

ラヨン県

タイランド湾

バンコク タイ国ラヨン県

エグコ・コジェン
ガスコジェネレーション発電所

中華人民共和国インド

マレーシア

タイ

ラオス

ベトナム

カンボジア

インドネシア シンガボール

バングラディッシュ

ミャンマー

ブータン

エグコ・コジェン ガスコジェネレーション発電所

発電所（新設）概要
事業会社名 エグコ・コジェン社

所 在 地 タイ国ラヨン県ラヨン工業団地内
（バンコクから南東約200km）

出 力
74,000kW、蒸気35トン/時

（参考：既設発電所　112,000kW、
蒸気30トン/時）

発 電 方 式 ガスコンバインドサイクル発電

出 資 比 率 エグコ社80％、 
J-POWER20％

販 売 先 タイ国電力公社（EGAT）および 
発電所近隣の企業

J-POWERは2001年からエグコ・コ
ジェン社に出資しています。本発電所

（既設）は2003年1月に運転開始し、同国
のSPPプログラム（小規模発電事業者買
取保証制度）に基づき、タイ国電力公社

（以下、EGAT）に電力を販売するととも
に近隣企業にも電力と蒸気を販売して
きましたが、2024年1月にEGATおよび
近隣企業への既存の電力販売契約が満
了となりました。これに伴い、エグコ・
コジェン社は新たな電力販売契約を締

結し、それに対応するために設備更新事
業を実施してきました。

これからもEGATおよび近隣企業に
電力と蒸気を販売する中で、最新設備の
導入によりエネルギー利用効率を向上
させ、温室効果ガスの排出量を削減する
ことで社会の低炭素化に貢献します。

J-POWERは、タイ国において電力安
定供給と環境負荷低減の両立を実現し、
新規案件の獲得によりさらなる事業基
盤の拡大に取り組んでいきます。
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気泡が多く含まれる琉球ガラスは、戦後沖縄を占領していた米軍基地から放出されたガラス瓶を粉砕、溶解して
再利用した歴史の証人でもある。

ガ
シ
ッ
ガ
シ
ッ
、
ジ
ャ
リ
、
シ
ャ
リ
シ
ャ
リ
。
大

き
い
ガ
ラ
ス
片
が
バ
ケ
ツ
の
中
で
割
ら
れ
、
砕

か
れ
て
い
く
。
聞
こ
え
て
く
る
音
も
徐
々
に
変
化
し
て
細

か
く
な
っ
て
い
く
の
が
わ
か
る
。

　
沖
縄
県
読よ

み

谷た
ん

村そ
ん

。
民
家
の
一
角
に
あ
る
工
房
で
は
、
使

用
済
み
の
ガ
ラ
ス
瓶
を
利
用
し
た
琉
球
ガ
ラ
ス
づ
く
り
が

行
わ
れ
て
い
る
。
瓶
を
色
ご
と
に
分
け
て
砕
き
、
琉
球
ガ

ラ
ス
独
特
の
多
彩
な
色
合
い
を
出
し
て
い
る
。

　
沖
縄
で
の
ガ
ラ
ス
工
芸
は
、
明
治
中
期
の
頃
に
始
ま

り
、
１
０
０
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ
。
現
在
の
琉
球
ガ
ラ

ス
は
、
戦
後
の
資
源
不
足
の
際
に
米
軍
基
地
で
廃
棄
さ
れ

た
コ
ー
ラ
や
ビ
ー
ル
の
空
き
瓶
を
再
利
用
し
て
広
ま
っ
た

も
の
だ
。

　
厚
み
が
あ
り
気
泡
を
閉
じ
こ
め
て
い
る
の
が
特
徴
の
琉

球
ガ
ラ
ス
は
、
沖
縄
の
海
そ
の
も
の
の
よ
う
に
繊
細
で
温

か
い
。
琉
球
と
い
う
国
の
歴
史
や
、
か
つ
て
生
き
た
人
々

を
思
い
な
が
ら
そ
っ
と
撫
で
て
み
る
。

※
「
音
の
ソ
ノ
リ
テ
ィ
」
第
１
０
０
７
回
放
映
「
琉
球
ガ
ラ
ス
作
り
」
を
観

て
詠
ん
で
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。
J
パ
ワ
ー
グ
ル
ー
プ
は
、
沖
縄
県

で
石
川
石
炭
火
力
発
電
所
を
運
営
し
て
い
ま
す
。

写真：イメージマート

肉
厚
の
琉
球
ガ
ラ
ス
に
浮
き
の
ぼ
る
気
泡
の
な
か
の
海
撫
で
て
ゆ
く

J-POWERは、首都圏などで放送中のミニ枠テレビ番組「音のソノ
リティ～世界でたった一つの音～」を提供しています。「ソノリティ」
とは、フランス語の音楽用語で「鳴り響き」の意味。日本の自然風
景から、その場所でしか聞くことのできない音を紹介しています。

日本テレビ系列　	
毎週日曜日	20	：54	～	など
BS日テレ　	
毎週水曜日	22：	27	～	（再放送）

歌人 小島 なお——  琉 球 ガ ラ ス 作 り ——
（ 沖 縄 県 読 谷 村 ）

こじま なお
東京都出身。2004年、角川
短歌賞受賞。2007年、第
一歌集『乱反射』により現
代短歌新人賞、駿河梅花文
学賞受賞。2020年4月、第
三歌集『展開図』刊行。居
合道三段。
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J-POWER NEWS J-POWER NEWS

＊本誌発行からWebサイトへの掲載までにタイムラグが生じることがあります。

読者プレゼント

本誌P.22の「Home of J-POWER」で取材した、岡本醤油醸造場株式会社の醤油と
神峯園のブルーベリーソースのセットを抽選で3名様にプレゼントします。

応募方法
①郵便番号　②住所　③氏名　④電話番号　⑤本誌の閲覧方法（ウェブ版または

冊子版）　⑥本誌の印象的だったコーナーやご感想を明記の上、2024年6月10日（月）
までに郵便はがき（当日消印有効）で下記住所「J-POWER『グローバルエッジ』編集
室 読者プレゼント係」宛てに、または下記メールアドレス宛てにご応募ください。な
お、当選者の発表は賞品の発送をもって代えさせていただきます。個人情報は、プレ
ゼントの発送のためにのみ使用させていただきます。

※	�プレゼントの内容は、変更になる場
合があります。ご了承ください。

J-POWERの100%出資子会社である
株式会社ジェイウインドが設備更新工
事を進めてきた新さらきとまないウイン
ドファームが竣工し、2023年12月16日に
営業運転を開始しました。

さらきとまないウインドファーム（既
設）は、2001年12月に運転開始した風力
発電設備です。今般、9基の風車（単機
出力1,650kW）から国内最大級の風車4
基（単機出力4,300kW）への更新工事を
終え、「新さらきとまないウインドファー
ム」として運転を開始しました。今後も、

新さらきとまないウインドファーム営業運転開始

地域との共生を図りながら、年間を通じ
て好風況に恵まれた風資源を有効活用
します。

本発電所の営業運転開始により、
J-POWERが実施する国内風力発電事
業は29地点（運転中22地点、更新工事
中1地点、建設中4地点、設備更新計画中
2地点）、総出力は76万6,192kW（設備更
新計画中2地点を含む）となり、北海道9
地点の出力合計は21万682kWとなりま
した（2023年12月18日時点）。

事業会社概要
会 社 名 株式会社ジェイウインド
本店所在地 東京都中央区

資 本 金 1億円
（J-POWER100%出資子会社）

代表取締役
斉藤 文彦

（J-POWER 再生可能エネルギー
本部 陸上風力事業部長）

発電所概要
発電所名 新さらきとまないウインドファーム
所 在 地 北海道稚内市

出 力 14,850kW（シーメンスガメサ製　
定格出力4,300kW × 4基）

工 程 2021年  7月 着工
2023年12月 営業運転開始

新さらきとまないウインドファーム

札幌市

北海道稚内市

新さらきとまないウインドファーム

J-POWER、株式会社JERA、東北電
力株式会社、伊藤忠商事株式会社の4社
は、株式会社JERAを代表企業とするコ
ンソーシアムを通じて、再エネ海域利用
法※に基づく「秋田県男鹿市、潟上市及
び秋田市沖における洋上風力発電事業」
の公募に応募し、2023年12月13日、選定
事業者に選定されました。

4社は、これまで長期にわたり多くのプ
ロジェクトを開発から建設、運営まで、
一貫して行ってまいりました。本事業の
開発にあたり、それぞれが有するノウハ
ウや強みを持ち寄ることで相乗効果を発
揮し、十分な実力と実績を有するコン
ソーシアムとして、長期にわたり、安定的
かつ効率的な、世界でもトップレベルの

秋田県男鹿市、潟上市及び秋田市沖の洋上風力発電事業者に選定

事業計画概要
発電設備 
出 力 315,000kW

風車基数 21基
風車機種 Vestas社　V236-15MW
運転開始 
予定時期 2028年6月

事業実施予定区域（促進区域）位置図

秋田県

男鹿市

潟上市

秋田市

日本海

男鹿市、潟上市
及び秋田市沖

洋上風力発電事業を実現していきます。
今後、当コンソーシアムは「秋田県男

鹿市、潟上市及び秋田市沖における協
議会意見とりまとめ」を尊重し、地域お
よび漁業との共存共栄の理念をもとに
本事業の開発を進めていきます。洋上風
力発電事業は大規模なプロジェクトで
あり、事業期間が長期にわたりますが、
地域の皆様をはじめとする関係者のご
理解・ご協力をいただきながら、地域経

済の発展と脱炭素化による持続可能な
社会の実現に貢献していきます。

※	�海洋再生可能エネルギー発電設備の整備に係る海域
の利用の促進に関する法律

三菱マテリアル株式会社、三菱ガス
化学株式会社、およびJ-POWERの共同
出資会社である安

あ っ ぴ
比地熱株式会社は、

2024年3月1日より安比地熱発電所の営
業運転を開始しました。

標高約1,130mの高地に位置する本
発電所は、我が国におけるCO2排出量
抑制と電力安定供給に貢献するため、
2019年8月より建設を進めてきました。
岩手県八幡平地域の有望な地熱資源を
活用して、発電出力1万4,900kWにて操
業を行います。岩手県において発電出
力1万kWを超える地熱発電所の稼働は
28年ぶりとなります。発電された電力
の全量は、再生可能エネルギー固定価
格買取制度（FIT）を活用して社会に供
給します。

三菱マテリアル株式会社、三菱ガス
化学株式会社、およびJ-POWERの3社
での地熱発電共同事業による発電所は、
山葵沢地熱発電所（秋田県湯沢市）に続

安比地熱発電所 営業運転開始

き2カ所目になります。
なお、本事業は独立行政法人エネル

ギー・金属鉱物資源機構より地熱資源
開発資金債務保証事業としてご支援を

発電所概要
名 称 安比地熱発電所
所 在 地 岩手県八幡平市八幡平山国有林内
原動力の 
種 類 汽力（地熱）

出 力 14,900kW
着 工 2019年8月
発電方式 シングルフラッシュ方式

秋田県

山形県

岩手県

宮城県

青森県

八幡平市

安比地熱発電所

岩手県八幡平市
安比地熱発電所全景（安比地熱㈱提供写真）

受けているものです。
J-POWERは、安比地熱発電所の安定

稼働を通じて、再生可能エネルギーの活
用拡大に貢献していきます。


